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個
人
に
よ
る
震
災
被
害
記
録
と
客
観
性

─
善
光
寺
地
震
の
新
出
史
料
を
め
ぐ
っ
て
─

原
　
　
　
直
　
史

は
じ
め
に

本
稿
は
、
弘
化
四
年
三
月
二
十
四
日
（
一
八
四
七
年
五
月
八
日
）
の
善
光
寺
地
震
を
体
験
し
、
記
録
し
た
人
物
の
史
料
を
素
材
と
し
て
、
個

人
に
よ
る
被
害
記
録
を
め
ぐ
る
諸
論
点
を
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
世
の
災
害
に
際
し
て
は
、
領
主
権
力
が
詳
細
且
つ
統
一
的
な
被
害
状
況
の
把
握
を
行
い
、
こ
れ
に
村
役
人
層
が
応
え
各
段
階
で
集
計
さ
れ

た
結
果
、
比
較
的
信
頼
し
う
る
客
観
的
数
値
を
記
し
た
一
群
の
史
料
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
が
歴
史
地
震
の
科
学
的
分
析
の
資
料
と
し
て
も
有

効
な
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
史
料
は
、
被
災
地
に
あ
ま
ね
く
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
主
と
し
て

領
主
に
よ
る
救
恤
等
を
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
る
た
め
、
あ
く
ま
で
も
支
配
領
域
単
位
で
作
成
さ
れ
、
隣
接
村
で
も
支
配
関
係
が
異
な
れ
ば
別

個
に
集
計
さ
れ
た
。
ま
た
、
領
内
で
の
手
当
金
下
賜
業
務
に
は
個
々
の
村
毎
の
被
災
状
況
を
記
し
た
帳
簿
が
必
須
で
あ
る
が
、
幕
府
へ
の
報
告

に
は
領
内
の
被
害
総
数
こ
そ
が
重
要
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
被
害
の
合
計
数
値
の
み
を
記
載
し
た
届
書
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
諸
藩
江
戸
留

守
居
や
知
識
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
収
集
・
筆
写
さ
れ
て
現
存
す
る
も
の
は
多
く
が
後
者
で
あ
り
、
前
者
の
よ
う
な
村
毎
家
毎
の
被
害

数
が
知
れ
る
史
料
は
、
良
質
で
大
量
な
藩
政
文
書
を
遺
し
た
一
部
の
藩
の
記
録
の
中
か
、
調
査
に
携
わ
っ
た
大
庄
屋
な
ど
の
文
書
群
と
し
て
伝

（
1
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九
兵
衛
に
浅
野
騒
動
へ
の
連
座
の
嫌
疑
を
掛
け
た
の
は
、
藩
債
解
消
の
た
め
の
方

便
で
は
な
か
っ
た
か
と
み
る
向
き
も
あ
る
。

浅
野
村
は
千
曲
川
左
岸
を
通
る
飯
山
街
道
の
宿
場
で
あ
り
、
二
三
疋
の
宿
馬
に

よ
り
隣
宿
神
代
（
現
長
野
市
豊
野
町
豊
野
）
と
半
月
交
替
で
継
立
御
用
を
は
た
し

て
い
た
。
こ
の
た
め
本
田
高
九
〇
三
石
八
斗
の
う
ち
二
五
〇
石
を
「
宿
場
免
許

高
」
と
し
て
免
除
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
千
曲
川
の
渡
し
場
と
し
て
の
機
能
も
持
つ

交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
（
図
1
）。

浅
野
騒
動
の
結
果
、
浅
野
の
西
原
家
よ
り
「
家
屋
鋪
　
表
口
五
間
壱
尺
　
但
南

裏
行
三
拾
六
間
弐
尺
・
北
裏
行
三
拾
六
間
弐
尺
・
裏
横
五
間
弐
尺
」「
土
蔵
壱
ヶ

所
　
但
横
弐
間
・
竪
三
間
半
」「
家
財
諸
道
具
合
九
拾
八
品
」「
家
屋
鋪
壱
ヶ
所
　

但
南
裏
行
三
拾
七
間
六
寸
・
北
裏
行
三
拾
七
間
六
寸
・
裏
横
三
間
壱
寸
」
が
本
町

仲
間
に
預
け
ら
れ
、
こ
れ
を
「
同
人
所
持
仕
罷
在
候
当
町
抱
屋
鋪
・
出
張
居
宅
并

土
蔵
・
家
財
諸
道
具
」
と
表
現
し
て
い
る
。
九
兵
衛
家
族
一
同
へ
は
「
御
領
分
払
」

「
家
財
・
家
屋
敷
・
田
畑
闕
所
」
が
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
。
九
兵
衛
嫡
子
の
金
之
助

（
九
十
郎
）
は
こ
の
処
分
の
結
果
と
し
て
領
外
（
幕
領
）
の
中
野
に
移
住
す
る
こ

と
に
な
り
、
こ
こ
で
商
売
や
文
事
の
再
興
に
努
め
て
い
た
八
年
後
、
善
光
寺
地
震

に
遭
遇
し
た
。

（
4
）

（
5
）

（
6
）

図 1　�中野・浅野周辺地図（1937年修正測図参謀本部五万分一地形図を
一部改変して縮小）
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存
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
の
現
存
数
は
後
者
に
比
べ
て
わ
ず
か
で
あ
り
、
断
片
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

歴
史
地
震
の
具
体
的
被
害
を
知
ろ
う
と
す
る
に
あ
た
り
、
個
々
の
村
の
被
害
を
記
す
公
的
記
録
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
被
災
し
た
個
人
、
あ

る
い
は
被
害
を
見
聞
し
た
個
人
の
記
録
に
負
う
必
要
が
出
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
記
録
者
の
立
場
や
関
心
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
記
録
の
伝
え
る

被
害
の
様
相
は
様
々
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
中
野
村
（
現
中
野
市
中
野
）
で
善
光
寺
地
震
に
遭
遇
し
た
一
個
人
の
記
録
を
素
材
と
し
て
、
こ
う

し
た
記
録
が
伝
え
る
情
報
の
あ
り
方
や
特
質
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

一
　
西
原
九
十
郎
と
飯
山
領
浅
野
村

本
稿
で
主
に
扱
う
の
は
「
弘
化
四
丁
未
年
三
月
廿
四
日
夜
天
災
大
地
震
ニ
付
委
細
扣
」（
以
下
「
委
細
扣
」
と
略
記
）、
お
よ
び
「
大
地
震
ニ

付
浅
野
宅
打
頽
候
節
見
舞
物
扣
　
丁
未
三
月
廿
四
日
夜
四
ツ
時
」（
以
下
「
見
舞
物
扣
」
と
略
記
）
と
表
題
に
記
さ
れ
た
二
冊
の
半
紙
判
の
横

帳
で
あ
る
。「
委
細
扣
」
は
表
紙
と
も
一
八
丁
、「
見
舞
物
扣
」
は
同
じ
く
九
丁
で
そ
れ
ほ
ど
大
部
な
も
の
で
は
な
い
。
な
お
「
見
舞
物
扣
」
の

表
紙
は
墨
で
抹
消
を
し
た
形
跡
が
あ
る
が
、
表
題
と
内
容
に
齟
齬
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
両
史
料
と
も
こ
れ
ま
で

自
治
体
史
や
地
震
資
料
集
類
に
翻
刻
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
、
新
出
史
料
で
あ
る
。

「
委
細
扣
」
の
裏
表
紙
に
は
「
中
野
中
町
西
原
九
十
郎
」、「
見
舞
物
扣
」
の
裏
表
紙
に
は
「
古
屋
九
十
郎
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
飯
山
藩
領
で
起
こ
っ
た
百
姓
一
揆
「
浅
野
騒
動
」
の
頭
取
の
ひ
と
り
と
目
さ
れ
、
翌
々
年
刑
死
し
た
西
原
九

兵
衛
の
遺
子
西
原
九
十
郎
（
金
之
助
、
亦
庵
）
で
あ
る
と
み
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
西
原
九
兵
衛
は
浅
野
村
（
現
長
野
市
豊
野
町
浅
野
）
の
庄

屋
を
勤
め
、
天
保
九
年
当
時
の
持
高
一
三
八
石
余
の
地
主
で
、
油
、
小
間
物
な
ど
を
商
う
一
方
、
書
画
に
も
造
詣
が
あ
り
地
域
の
文
人
サ
ー
ク

ル
に
も
属
す
る
典
型
的
な
豪
農
商
で
あ
っ
た
。
飯
山
藩
も
九
兵
衛
を
苗
字
帯
刀
御
免
の
用
達
商
人
と
し
た
一
方
で
多
額
の
用
金
を
課
し
て
お
り
、

（
2
）

（
3
）
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し
か
し
中
野
村
の
住
人
は
打
ち
続
く
余
震
の
中
で
家
に
入
れ
ず
、
翌
日
か
ら
「
不
残
川
端
江
小
家
を
掛
」
け
て
過
ご
し
、
何
よ
り
火
を
出
さ

な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
。
こ
の
小
屋
住
ま
い
は
少
な
く
と
も
九
十
郎
家
で
は
四
月
十
五
日
ま
で
続
い
た
。
三
月
二
十
八
日
の

夜
に
は
、
西
横
町
の
豆
腐
屋
か
ら
出
た
火
を
大
勢
で
も
み
消
し
て
い
る
。
地
盤
の
影
響
で
も
あ
ろ
う
か
潰
家
が
出
な
か
っ
た
中
野
村
で
も
、
避

難
生
活
や
、
火
災
等
の
二
次
被
害
を
防
ぐ
努
力
が
重
ね
ら
れ
、
緊
張
に
満
ち
た
日
々
が
送
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

三
　
被
害
の
風
聞

続
い
て
九
十
郎
は
善
光
寺
で
の
被
害
に
筆
を
進
め
る
。

【
史
料
2
】

其
外
廿
四
日
夜
四
ツ
頃
善
光
寺
猶
以
大
地
震
、
其
上
火
事
ニ
て
堂
内
ハ
不
及
申
、
町
方
勿
論
中
後
町
迄
焼
失
、
新
町
よ
り
上
へ
山
門
迄
、

横
沢
不
残
、
桜
小
路
阿
弥
陀
院
西
町
迄
、
権
堂
不
残
焼
失
、
誠
ニ
土
蔵
二
ヶ
所
与
残
り
不
申
、
只
々
残
り
助
り
候
所
、
御
本
堂
、
経
蔵
、

山
門
、
鐘
堂
、
大
勧
進
、
西
町
西
法
寺
、
後
町
正
法
寺
御
堂
已
す
ら
残
不
申
候
、
其
外
打
頽
不
焼
候
所
下
西
町
少
々
、
長
野
半
分
、
下
後

町
已
ニ
、
誠
目
ヲ
驚
し
候
事
、
殊
ニ
御
回
向
中
故
旅
人
沢
山
ニ
参
詣
有
之
、
死
人
地
之
人
三
千
人
余
、
旅
人
数
不
知
、
大
方
七
千
人
程
、

在
方
一
宿
人
五
六
百
人
、
凡
於
善
光
寺
ニ
死
人
壱
万
人
余
之
由
、
誠
ニ
希
有
之
事
ニ
御
坐
候
、

周
知
の
よ
う
に
当
日
善
光
寺
で
は
本
尊
阿
弥
陀
如
来
の
開
帳
が
行
わ
れ
て
お
り
、
大
勢
の
参
詣
人
が
門
前
町
に
宿
泊
し
て
い
た
。
四
月
付
で

松
代
藩
が
幕
府
に
提
出
し
た
報
告
で
の
死
者
数
は
、
寺
中
大
勧
進
家
来
が
九
十
二
人
、
大
本
願
家
来
が
四
十
六
人
、
町
家
の
死
者
が
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二
　
中
野
村
の
「
無
事
」

西
原
九
十
郎
は
「
委
細
扣
」
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

【
史
料
1
】

弘
化
丁
未
年
三
月
廿
四
日
夜
四
ツ
時
、
天
災
古
今
稀
成
大
地
震
、
当
所
拙
宅
家
内
臥
居
候
処
、
大
地
震
ニ
而
、
表
座
敷
挑
灯
筥
落
之
、
茶

間
釣
棚
等
落
之
、
皆
々
打
驚
早
々
川
端
江
迯
出
し
、
其
夜
川
端
ニ
て
一
夜
明
し
、
翌
廿
五
日
町
中
不
残
川
端
江
小
家
を
掛
、
地
震
火
之
元

之
用
心
大
切
、
小
家
ニ
て
飯
焚
仕
、
打
々
不
分
昼
夜
地
震
有
之
、
廿
四
日
夜
よ
り
四
月
十
五
日
迄
出
張
居
候
所
、
三
月
二
十
八
日
夜
四
ツ

時
頃
、
西
横
町
豆
婦
や
清
吉
宅
よ
り
出
火
致
し
、
町
内
皆
大
き
ニ
驚
、
殊
ニ
南
風
烈
敷
折
か
ら
ニ
候
得
共
、
忽
ち
も
み
消
申
候
、

夜
四
ツ
時
（
午
後
十
時
頃
）
の
地
震
で
あ
っ
た
の
で
九
十
郎
一
家
は
就
寝
中
で
あ
っ
た
が
、
皆
で
早
々
に
「
川
端
」
に
逃
げ
出
し
た
。
吊
り

棚
が
落
ち
た
程
度
で
家
屋
の
被
害
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
九
十
郎
は
史
料
後
半
部
（
後
掲
【
史
料
4
】）
で
「
家
頽
山
崩
も
無
所
ハ
、
中
野
、

小
布
施
、
須
坂
、
上
田
、
小
諸
、
其
外
在
〻
合
村
已
」
と
、
中
野
を
始
め
と
し
た
こ
れ
ら
の
町
方
の
被
害
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
特
記
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
は
他
者
の
記
録
に
も
散
見
さ
れ
、「
一
、
中
野
不
思
議
ニ
無
事
と
申
ス
事
ニ
候
」「
一
、
す
坂
壱
人
も
怪
我
人
な
し
」「
一
、

小
布
セ
も
怪
我
人
な
し
」
な
ど
と
、
後
述
す
る
善
光
寺
や
飯
山
の
惨
状
と
の
対
極
に
こ
れ
ら
の
「
無
難
」
で
あ
っ
た
土
地
を
列
挙
す
る
言
説
が
、

善
光
寺
地
震
の
記
録
類
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。

実
際
中
野
代
官
高
木
清
左
衛
門
自
身
が
、
三
月
二
十
五
日
付
の
幕
府
へ
の
初
発
の
届
書
に
お
い
て
「
陣
屋
元
中
野
村
之
儀
は
損
し
家
等
有
之

候
よ
し
ニ
而
、
陣
屋
共
別
条
無
御
座
候
」
と
記
し
た
よ
う
に
、
潰
れ
家
に
相
当
す
る
被
害
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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し
か
し
中
野
村
の
住
人
は
打
ち
続
く
余
震
の
中
で
家
に
入
れ
ず
、
翌
日
か
ら
「
不
残
川
端
江
小
家
を
掛
」
け
て
過
ご
し
、
何
よ
り
火
を
出
さ

な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
。
こ
の
小
屋
住
ま
い
は
少
な
く
と
も
九
十
郎
家
で
は
四
月
十
五
日
ま
で
続
い
た
。
三
月
二
十
八
日
の

夜
に
は
、
西
横
町
の
豆
腐
屋
か
ら
出
た
火
を
大
勢
で
も
み
消
し
て
い
る
。
地
盤
の
影
響
で
も
あ
ろ
う
か
潰
家
が
出
な
か
っ
た
中
野
村
で
も
、
避

難
生
活
や
、
火
災
等
の
二
次
被
害
を
防
ぐ
努
力
が
重
ね
ら
れ
、
緊
張
に
満
ち
た
日
々
が
送
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

三
　
被
害
の
風
聞

続
い
て
九
十
郎
は
善
光
寺
で
の
被
害
に
筆
を
進
め
る
。

【
史
料
2
】

其
外
廿
四
日
夜
四
ツ
頃
善
光
寺
猶
以
大
地
震
、
其
上
火
事
ニ
て
堂
内
ハ
不
及
申
、
町
方
勿
論
中
後
町
迄
焼
失
、
新
町
よ
り
上
へ
山
門
迄
、

横
沢
不
残
、
桜
小
路
阿
弥
陀
院
西
町
迄
、
権
堂
不
残
焼
失
、
誠
ニ
土
蔵
二
ヶ
所
与
残
り
不
申
、
只
々
残
り
助
り
候
所
、
御
本
堂
、
経
蔵
、

山
門
、
鐘
堂
、
大
勧
進
、
西
町
西
法
寺
、
後
町
正
法
寺
御
堂
已
す
ら
残
不
申
候
、
其
外
打
頽
不
焼
候
所
下
西
町
少
々
、
長
野
半
分
、
下
後

町
已
ニ
、
誠
目
ヲ
驚
し
候
事
、
殊
ニ
御
回
向
中
故
旅
人
沢
山
ニ
参
詣
有
之
、
死
人
地
之
人
三
千
人
余
、
旅
人
数
不
知
、
大
方
七
千
人
程
、

在
方
一
宿
人
五
六
百
人
、
凡
於
善
光
寺
ニ
死
人
壱
万
人
余
之
由
、
誠
ニ
希
有
之
事
ニ
御
坐
候
、

周
知
の
よ
う
に
当
日
善
光
寺
で
は
本
尊
阿
弥
陀
如
来
の
開
帳
が
行
わ
れ
て
お
り
、
大
勢
の
参
詣
人
が
門
前
町
に
宿
泊
し
て
い
た
。
四
月
付
で

松
代
藩
が
幕
府
に
提
出
し
た
報
告
で
の
死
者
数
は
、
寺
中
大
勧
進
家
来
が
九
十
二
人
、
大
本
願
家
来
が
四
十
六
人
、
町
家
の
死
者
が
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二
　
中
野
村
の
「
無
事
」

西
原
九
十
郎
は
「
委
細
扣
」
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

【
史
料
1
】

弘
化
丁
未
年
三
月
廿
四
日
夜
四
ツ
時
、
天
災
古
今
稀
成
大
地
震
、
当
所
拙
宅
家
内
臥
居
候
処
、
大
地
震
ニ
而
、
表
座
敷
挑
灯
筥
落
之
、
茶

間
釣
棚
等
落
之
、
皆
々
打
驚
早
々
川
端
江
迯
出
し
、
其
夜
川
端
ニ
て
一
夜
明
し
、
翌
廿
五
日
町
中
不
残
川
端
江
小
家
を
掛
、
地
震
火
之
元

之
用
心
大
切
、
小
家
ニ
て
飯
焚
仕
、
打
々
不
分
昼
夜
地
震
有
之
、
廿
四
日
夜
よ
り
四
月
十
五
日
迄
出
張
居
候
所
、
三
月
二
十
八
日
夜
四
ツ

時
頃
、
西
横
町
豆
婦
や
清
吉
宅
よ
り
出
火
致
し
、
町
内
皆
大
き
ニ
驚
、
殊
ニ
南
風
烈
敷
折
か
ら
ニ
候
得
共
、
忽
ち
も
み
消
申
候
、

夜
四
ツ
時
（
午
後
十
時
頃
）
の
地
震
で
あ
っ
た
の
で
九
十
郎
一
家
は
就
寝
中
で
あ
っ
た
が
、
皆
で
早
々
に
「
川
端
」
に
逃
げ
出
し
た
。
吊
り

棚
が
落
ち
た
程
度
で
家
屋
の
被
害
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
九
十
郎
は
史
料
後
半
部
（
後
掲
【
史
料
4
】）
で
「
家
頽
山
崩
も
無
所
ハ
、
中
野
、

小
布
施
、
須
坂
、
上
田
、
小
諸
、
其
外
在
〻
合
村
已
」
と
、
中
野
を
始
め
と
し
た
こ
れ
ら
の
町
方
の
被
害
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
特
記
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
は
他
者
の
記
録
に
も
散
見
さ
れ
、「
一
、
中
野
不
思
議
ニ
無
事
と
申
ス
事
ニ
候
」「
一
、
す
坂
壱
人
も
怪
我
人
な
し
」「
一
、

小
布
セ
も
怪
我
人
な
し
」
な
ど
と
、
後
述
す
る
善
光
寺
や
飯
山
の
惨
状
と
の
対
極
に
こ
れ
ら
の
「
無
難
」
で
あ
っ
た
土
地
を
列
挙
す
る
言
説
が
、

善
光
寺
地
震
の
記
録
類
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。

実
際
中
野
代
官
高
木
清
左
衛
門
自
身
が
、
三
月
二
十
五
日
付
の
幕
府
へ
の
初
発
の
届
書
に
お
い
て
「
陣
屋
元
中
野
村
之
儀
は
損
し
家
等
有
之

候
よ
し
ニ
而
、
陣
屋
共
別
条
無
御
座
候
」
と
記
し
た
よ
う
に
、
潰
れ
家
に
相
当
す
る
被
害
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
7
）

（
8
）



−49−

−
49
−

−49−

— 7 —

千
二
百
七
十
五
人
、
大
本
願
門
前
町
家
が
四
十
四
人
、
止
宿
旅
人
が
千
二
十
九
人
等
と
な
っ
て
お
り
、
九
十
郎
の
得
た
風
聞
は
や
や
過
大
と
思

え
る
。
し
か
し
松
代
藩
の
届
け
に
も
「
但
右
之
外
旅
籠
屋
不
残
死
失
候
者
も
有
之
止
宿
旅
人
生
死
不
相
分
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
正
確
な
死
者

数
を
計
上
で
き
る
状
況
に
は
な
い
こ
と
が
、
一
万
人
死
亡
と
い
う
数
字
に
も
、
あ
る
い
は
、
と
い
う
信
憑
性
を
も
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
み

ら
れ
る
。

さ
ら
に
九
十
郎
は
各
地
の
被
害
の
情
報
を
記
載
し
て
い
っ
た
。

【
史
料
3
】

其
余
在
方
横
山
、
相
之
木
諸
所
焼
失
有
之
、
打
頽
之
所
三
輪
、
押
鐘
、
吉
田
不
残
つ
ふ
れ
、
荒
町
、
徳
間
、
東
条
所
ろ
〳
〵
つ
ふ
れ
、
又

石
堂
、
中
野
御
所
辺
、
栗
田
、
千
田
、
和
田
、
中
俣
、
府
野
、
長
沼
、
赤（

マ
マ
）赤

沼
、
三
才
、
駒
沢
、
南
郷
同
断
、
神
代
、
中
尾
ハ
多
分
之
つ

ふ
れ
、
浅
野
西
ゟ
町
方
橋
向
堀
古
橋
場
迄
不
残
打
つ
ぶ
れ
、
蟹
沢
少
々
、
川
谷
、
赤
塩
、
毛
野
、
柏
原
、
永
井
、
替
佐
、
今
井
所
ろ
〻
頽
、

飯
山
ニ
而
御
城
崩
、
御
家
中
不
残
つ
ふ
れ
、
其
上
焼
失
町
ハ
新
町
、
上
町
、
本
町
、
肴
町
、
愛
宕
町
、
伊
勢
町
ハ
半
つ
ふ
れ
、
残
町
ハ
不

残
打
つ
ふ
れ
、
其
上
皆
焼
失
、
此
辺
之
咄
ニ
、
一
は
ん
善
光
寺
、
二
は
ん
飯
山
、
三
は
ん
稲
荷
山
与
申
程
之
事
、
御
家
中
町
方
新
上
本
肴

町
ニ
て
死
人
六
百
人
程
、
夫
よ
り
下
も
外
様
辺
多
分
之
打
頽
、
木
嶋
、
安
田
、
柳
沢
、
赤
岩
迄
つ
ふ
れ
、
七
瀬
村
家
数
七
八
十
軒
も
有
由
、

残
り
候
所
尼
寺
、
外
ニ
壱
弐
軒
も
残
り
皆
つ
ふ
れ
、
田
麦
、
片
塩
、
吉
田
新
田
、
岩
船
、
三
江
部
、
西
条
迄
打
頽
、
当
御
役
所
書
上
死
人

凡
六
百
人
程
、
其
内
善
光
寺
へ
参
り
候
而
死
去
人
弐
百
七
十
人
余
之
由

図
2
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
こ
の
被
害
情
報
は
、
善
光
寺
を
出
発
点
と
し
て
飯
山
街
道
方
面
に
進
み
、
飯
山
城
下
か
ら
外
様
地
方
を
経
て
千

曲
川
を
渡
り
、
木
島
平
か
ら
中
野
に
戻
る
と
い
う
流
れ
で
筆
を
進
め
て
い
る
。
な
お
飯
山
城
と
城
下
町
の
惨
状
を
述
べ
た
後
で
、
傍
線
部
の
よ

（
9
）

（
10
）
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赤岩

柳沢

替佐

永江

柏原芋川

毛野

赤塩

倉井

牟礼宿

黒川

小玉

柏原

古間宿

吉村

南郷
中尾

神代
浅野

蟹沢
川谷

六川

小布施赤沼

村山

須坂

福島

長沼
駒沢

三才

東条

徳間

吉田

三輪

大豆島

横山

善光寺・後町
押鐘

中俣

中俣
和田 布野相ノ木

千田
栗田

石堂

中野御所

丹波島

小市宿

四ツ屋小松原
綿内

川田

松代篠ノ井

稲荷山宿

山中新町

今井

立ヶ花

安源寺 片塩

三江部

小沼 篠井

新保
西条

岩船 中野

吉田新田
七瀬

田麦

飯山

安田

木島

外様平

野尻

峯

図 2　西原九十郎が得た被害情報全体図

●  3 /24地震の被害情報が記された地点
■  4 /14洪水の被害情報が記された地点
● 九十郎自身が被害を実見したと思われる地点
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千
二
百
七
十
五
人
、
大
本
願
門
前
町
家
が
四
十
四
人
、
止
宿
旅
人
が
千
二
十
九
人
等
と
な
っ
て
お
り
、
九
十
郎
の
得
た
風
聞
は
や
や
過
大
と
思

え
る
。
し
か
し
松
代
藩
の
届
け
に
も
「
但
右
之
外
旅
籠
屋
不
残
死
失
候
者
も
有
之
止
宿
旅
人
生
死
不
相
分
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
正
確
な
死
者

数
を
計
上
で
き
る
状
況
に
は
な
い
こ
と
が
、
一
万
人
死
亡
と
い
う
数
字
に
も
、
あ
る
い
は
、
と
い
う
信
憑
性
を
も
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
み

ら
れ
る
。

さ
ら
に
九
十
郎
は
各
地
の
被
害
の
情
報
を
記
載
し
て
い
っ
た
。

【
史
料
3
】

其
余
在
方
横
山
、
相
之
木
諸
所
焼
失
有
之
、
打
頽
之
所
三
輪
、
押
鐘
、
吉
田
不
残
つ
ふ
れ
、
荒
町
、
徳
間
、
東
条
所
ろ
〳
〵
つ
ふ
れ
、
又

石
堂
、
中
野
御
所
辺
、
栗
田
、
千
田
、
和
田
、
中
俣
、
府
野
、
長
沼
、
赤（

マ
マ
）赤

沼
、
三
才
、
駒
沢
、
南
郷
同
断
、
神
代
、
中
尾
ハ
多
分
之
つ

ふ
れ
、
浅
野
西
ゟ
町
方
橋
向
堀
古
橋
場
迄
不
残
打
つ
ぶ
れ
、
蟹
沢
少
々
、
川
谷
、
赤
塩
、
毛
野
、
柏
原
、
永
井
、
替
佐
、
今
井
所
ろ
〻
頽
、

飯
山
ニ
而
御
城
崩
、
御
家
中
不
残
つ
ふ
れ
、
其
上
焼
失
町
ハ
新
町
、
上
町
、
本
町
、
肴
町
、
愛
宕
町
、
伊
勢
町
ハ
半
つ
ふ
れ
、
残
町
ハ
不

残
打
つ
ふ
れ
、
其
上
皆
焼
失
、
此
辺
之
咄
ニ
、
一
は
ん
善
光
寺
、
二
は
ん
飯
山
、
三
は
ん
稲
荷
山
与
申
程
之
事
、
御
家
中
町
方
新
上
本
肴

町
ニ
て
死
人
六
百
人
程
、
夫
よ
り
下
も
外
様
辺
多
分
之
打
頽
、
木
嶋
、
安
田
、
柳
沢
、
赤
岩
迄
つ
ふ
れ
、
七
瀬
村
家
数
七
八
十
軒
も
有
由
、

残
り
候
所
尼
寺
、
外
ニ
壱
弐
軒
も
残
り
皆
つ
ふ
れ
、
田
麦
、
片
塩
、
吉
田
新
田
、
岩
船
、
三
江
部
、
西
条
迄
打
頽
、
当
御
役
所
書
上
死
人

凡
六
百
人
程
、
其
内
善
光
寺
へ
参
り
候
而
死
去
人
弐
百
七
十
人
余
之
由

図
2
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
こ
の
被
害
情
報
は
、
善
光
寺
を
出
発
点
と
し
て
飯
山
街
道
方
面
に
進
み
、
飯
山
城
下
か
ら
外
様
地
方
を
経
て
千

曲
川
を
渡
り
、
木
島
平
か
ら
中
野
に
戻
る
と
い
う
流
れ
で
筆
を
進
め
て
い
る
。
な
お
飯
山
城
と
城
下
町
の
惨
状
を
述
べ
た
後
で
、
傍
線
部
の
よ

（
9
）

（
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）
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赤岩

柳沢

替佐

永江

柏原芋川

毛野

赤塩

倉井

牟礼宿

黒川

小玉

柏原

古間宿

吉村

南郷
中尾

神代
浅野

蟹沢
川谷

六川

小布施赤沼

村山

須坂

福島

長沼
駒沢

三才

東条

徳間

吉田

三輪

大豆島

横山

善光寺・後町
押鐘

中俣

中俣
和田 布野相ノ木

千田
栗田

石堂

中野御所

丹波島

小市宿

四ツ屋小松原
綿内

川田

松代篠ノ井

稲荷山宿

山中新町

今井

立ヶ花

安源寺 片塩

三江部

小沼 篠井

新保
西条

岩船 中野

吉田新田
七瀬

田麦

飯山

安田

木島

外様平

野尻

峯

図 2　西原九十郎が得た被害情報全体図

●  3 /24地震の被害情報が記された地点
■  4 /14洪水の被害情報が記された地点
● 九十郎自身が被害を実見したと思われる地点



−47−

−
47
−

−47−

— 9 —

が
共
通
し
て
記
録
さ
れ
る
の
は
、
吉
村
が
北
国
往
還
に
面
し
て
お
り
、
往
来
す
る
旅
人
や
飛
脚
の
手
に
よ
っ
て
殊
更
に
情
報
が
拡
散
さ
れ
た
た

め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

九
十
郎
が
得
た
情
報
は
か
な
り
広
い
範
囲
に
及
ん
で
お
り
、
当
然
そ
こ
に
は
彼
自
身
が
実
見
し
て
い
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
。
幸
い
「
委
細

扣
」
が
載
せ
る
被
災
地
の
範
囲
に
は
、
飯
山
藩
領
の
ほ
か
、
松
代
藩
領
及
び
中
野
代
官
所
管
下
の
幕
府
領
が
多
く
含
ま
れ
る
。
こ
の
う
ち
松
代

藩
領
に
つ
い
て
は
、
数
度
に
わ
た
り
村
役
人
に
提
出
さ
せ
た
被
害
届
が
藩
政
文
書
内
に
複
数
遺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
野
代
官
所
管
下
の
幕

府
領
に
つ
い
て
は
、「
大
地
震
ニ
付
潰
家
数
一
村
限
帳
并
拝
借
金
員
数
」
と
い
う
史
料
が
遺
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
大
滝
敦
士
氏
の
検
討
に

よ
り
、
こ
れ
は
郡
中
代
を
勤
め
た
綿
貫
市
右
衛
門
が
、
四
月
の
洪
水
後
の
段
階
で
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
野
代
官
所
管
下
の
村
々
の
被
害

実
態
を
網
羅
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
九
十
郎
が
記
し
た
被
害
情
報
に
、
こ
れ
ら
の
公
的
報
告
の
数
値
を
加
え
て
作
成
し
た

の
が
表
1
で
あ
る
。

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
実
際
の
家
屋
全
壊
率
と
「
所
々
つ
ぶ
れ
」「
不
残
つ
ふ
れ
」
等
の
記
載
と
に
明
確
な
対
応
関
係
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
多
く
の
地
名
を
列
挙
し
た
後
に
ま
と
め
て
「
所
々
潰
れ
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
が
、
実
見
を
伴
わ
な
い
風
聞
な
ど
に

頼
っ
た
結
果
で
も
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
見
わ
た
せ
る
で
あ
ろ
う
中
野
の
近
村
で
も
、
八
〇
～
九
〇
％
に
及
ぶ
潰
家
が
出
た
片

塩
（
現
中
野
市
片
塩
）
や
江
部
（
現
中
野
市
江
部
）
を
、
一
〇
％
台
の
岩
船
（
現
中
野
市
岩
船
）
や
吉
田
（
現
中
野
市
吉
田
）
と
並
べ
る
の
は

不
自
然
で
あ
る
が
、
九
十
郎
の
眼
に
は
中
野
の
西
に
広
が
る
延
徳
耕
地
周
辺
村
々
一
体
が
「
打
頽
」
れ
た
と
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
　
浅
野
で
の
実
見

地
震
か
ら
三
日
後
の
三
月
二
十
七
日
、九
十
郎
は
浅
野
へ
向
か
っ
た
。
前
掲
【
史
料
3
】
と
【
史
料
4
】
の
間
に
、次
の
よ
う
な
記
載
が
挟
ま
る
。

（
12
）

（
13
）

— 8 —

う
に
「
一
番
善
光
寺
、
二
番
飯
山
、
三
番
稲
荷
山
」
と
、
こ
の
地
震
の
被
害
の
大
き
さ
が
巷
間
で
言
い
囃
さ
れ
て
い
る
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
記
述
は
他
の
多
く
の
記
録
に
も
見
え
、
飯
山
と
善
光
寺
の
順
位
が
逆
転
す
る
例
も
あ
る
。
こ
の
後
に
三
月
二
十
七
日
の
浅
野
訪
問

の
記
事
が
続
く
が
、
そ
の
部
分
は
次
章
で
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
浅
野
で
の
実
見
の
記
録
の
後
、
九
十
郎
は
北
国
街
道
方
面
な
ど
、
さ
ら
に

居
所
よ
り
西
側
の
被
害
情
報
を
書
き
継
い
だ
。

【
史
料
4
】

且
又
吉
邨
ハ
カ
イ
バ
ミ
山
崩
、
押
出
し
、
村
中
七
八
分
通
も
土
中
ニ
相
成
、
壱
二
日
も
助
り
人
ハ
不
及
申
、
家
土
中
ニ
成
百
六
七
十
人
死

候
事
、
又
候
小
市
宿
之
上
山
抜
出
し
、
犀
川
水
留
り
、
山
中
新
町
辺
打
つ
ふ
れ
の
上
、
又
候
水
底
ニ
相
成
、
丹
波
嶋
川
漸
〻
瀬
越
か
ゝ
と

位
す
ら
水
無
之
由
、
筑
摩
川
も
立
ヶ
花
渡
已
前
よ
り
六
七
尺
も
少
〻
相
成
申
候
、
又
倉
井
村
、
芋
川
村
辺
よ
り
牟
礼
宿
ハ
不
残
つ
ふ
れ
焼

失
も
少
〻
有
之
、
小
玉
、
黒
川
、
古
間
、
柏
原
、
野
尻
迄
打
頽
、
在
〻
山
地
つ
ふ
れ
申
候
、
其
上
山
〻
沢
〻
崩
水
抜
出
し
、
用
水
堰
等
く

つ
れ
、
山
地
と
く
さ
せ
ぎ
与
や
ら
、
飯
山
領
分
一
之
堰
皆
つ
ふ
れ
、
長
サ
八
里
程
之
用
水
皆
畑
方
ニ
相
成
候
由
、
永
井
辺
山
押
出
し
家
ハ

勿
論
田
畑
大
荒
、
飯
山
様
御
領
分
山
地
辺
田
畑
之
荒
夥
し
、
家
頽
山
崩
も
無
所
ハ
、
中
野
、
小
布
施
、
須
坂
、
上
田
、
小
諸
、
其
外
在
〻

合
村
已
、
松
代
ハ
少
々
つ
ふ
れ
之
よ
し
、
稲
荷
山
は
打
頽
れ
焼
失
ニ
て
千
軒
程
已
之
由
、
人
間
二
三
百
人
も
助
り
、
残
り
皆
死
之
由
、
昔

よ
り
云
伝
に
も
聞
ぬ
事
此
廿
四
日
夜
之
事
ニ
御
坐
候
、
夫
よ
り
昼
夜
折
〻
地
震
誠
ニ
困
入
事
ニ
候

犀
川
が
せ
き
止
め
ら
れ
て
新
町
（
現
長
野
市
信
州
新
町
）
が
水
没
し
、
一
方
で
丹
波
島
（
現
長
野
市
丹
波
島
）
辺
が
渇
水
し
た
旨
の
記
述
は

他
の
多
く
の
記
録
と
共
通
す
る
が
、
そ
の
前
に
載
る
吉
村
（
限
長
野
市
吉
）
で
の
家
屋
埋
没
の
情
報
も
、
こ
の
「
委
細
扣
」
に
限
ら
ず
他
の
多

く
の
記
録
類
に
共
通
し
て
登
場
す
る
。
こ
の
よ
う
な
家
屋
の
埋
没
は
所
々
で
起
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
地
の
記
録
類
に
吉
村
の
事
例

（
11
）
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が
共
通
し
て
記
録
さ
れ
る
の
は
、
吉
村
が
北
国
往
還
に
面
し
て
お
り
、
往
来
す
る
旅
人
や
飛
脚
の
手
に
よ
っ
て
殊
更
に
情
報
が
拡
散
さ
れ
た
た

め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

九
十
郎
が
得
た
情
報
は
か
な
り
広
い
範
囲
に
及
ん
で
お
り
、
当
然
そ
こ
に
は
彼
自
身
が
実
見
し
て
い
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
。
幸
い
「
委
細

扣
」
が
載
せ
る
被
災
地
の
範
囲
に
は
、
飯
山
藩
領
の
ほ
か
、
松
代
藩
領
及
び
中
野
代
官
所
管
下
の
幕
府
領
が
多
く
含
ま
れ
る
。
こ
の
う
ち
松
代

藩
領
に
つ
い
て
は
、
数
度
に
わ
た
り
村
役
人
に
提
出
さ
せ
た
被
害
届
が
藩
政
文
書
内
に
複
数
遺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
野
代
官
所
管
下
の
幕

府
領
に
つ
い
て
は
、「
大
地
震
ニ
付
潰
家
数
一
村
限
帳
并
拝
借
金
員
数
」
と
い
う
史
料
が
遺
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
大
滝
敦
士
氏
の
検
討
に

よ
り
、
こ
れ
は
郡
中
代
を
勤
め
た
綿
貫
市
右
衛
門
が
、
四
月
の
洪
水
後
の
段
階
で
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
野
代
官
所
管
下
の
村
々
の
被
害

実
態
を
網
羅
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
九
十
郎
が
記
し
た
被
害
情
報
に
、
こ
れ
ら
の
公
的
報
告
の
数
値
を
加
え
て
作
成
し
た

の
が
表
1
で
あ
る
。

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
実
際
の
家
屋
全
壊
率
と
「
所
々
つ
ぶ
れ
」「
不
残
つ
ふ
れ
」
等
の
記
載
と
に
明
確
な
対
応
関
係
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
多
く
の
地
名
を
列
挙
し
た
後
に
ま
と
め
て
「
所
々
潰
れ
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
が
、
実
見
を
伴
わ
な
い
風
聞
な
ど
に

頼
っ
た
結
果
で
も
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
見
わ
た
せ
る
で
あ
ろ
う
中
野
の
近
村
で
も
、
八
〇
～
九
〇
％
に
及
ぶ
潰
家
が
出
た
片

塩
（
現
中
野
市
片
塩
）
や
江
部
（
現
中
野
市
江
部
）
を
、
一
〇
％
台
の
岩
船
（
現
中
野
市
岩
船
）
や
吉
田
（
現
中
野
市
吉
田
）
と
並
べ
る
の
は

不
自
然
で
あ
る
が
、
九
十
郎
の
眼
に
は
中
野
の
西
に
広
が
る
延
徳
耕
地
周
辺
村
々
一
体
が
「
打
頽
」
れ
た
と
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
　
浅
野
で
の
実
見

地
震
か
ら
三
日
後
の
三
月
二
十
七
日
、九
十
郎
は
浅
野
へ
向
か
っ
た
。
前
掲
【
史
料
3
】
と
【
史
料
4
】
の
間
に
、次
の
よ
う
な
記
載
が
挟
ま
る
。

（
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）

（
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）
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う
に
「
一
番
善
光
寺
、
二
番
飯
山
、
三
番
稲
荷
山
」
と
、
こ
の
地
震
の
被
害
の
大
き
さ
が
巷
間
で
言
い
囃
さ
れ
て
い
る
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
記
述
は
他
の
多
く
の
記
録
に
も
見
え
、
飯
山
と
善
光
寺
の
順
位
が
逆
転
す
る
例
も
あ
る
。
こ
の
後
に
三
月
二
十
七
日
の
浅
野
訪
問

の
記
事
が
続
く
が
、
そ
の
部
分
は
次
章
で
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
浅
野
で
の
実
見
の
記
録
の
後
、
九
十
郎
は
北
国
街
道
方
面
な
ど
、
さ
ら
に

居
所
よ
り
西
側
の
被
害
情
報
を
書
き
継
い
だ
。

【
史
料
4
】

且
又
吉
邨
ハ
カ
イ
バ
ミ
山
崩
、
押
出
し
、
村
中
七
八
分
通
も
土
中
ニ
相
成
、
壱
二
日
も
助
り
人
ハ
不
及
申
、
家
土
中
ニ
成
百
六
七
十
人
死

候
事
、
又
候
小
市
宿
之
上
山
抜
出
し
、
犀
川
水
留
り
、
山
中
新
町
辺
打
つ
ふ
れ
の
上
、
又
候
水
底
ニ
相
成
、
丹
波
嶋
川
漸
〻
瀬
越
か
ゝ
と

位
す
ら
水
無
之
由
、
筑
摩
川
も
立
ヶ
花
渡
已
前
よ
り
六
七
尺
も
少
〻
相
成
申
候
、
又
倉
井
村
、
芋
川
村
辺
よ
り
牟
礼
宿
ハ
不
残
つ
ふ
れ
焼

失
も
少
〻
有
之
、
小
玉
、
黒
川
、
古
間
、
柏
原
、
野
尻
迄
打
頽
、
在
〻
山
地
つ
ふ
れ
申
候
、
其
上
山
〻
沢
〻
崩
水
抜
出
し
、
用
水
堰
等
く

つ
れ
、
山
地
と
く
さ
せ
ぎ
与
や
ら
、
飯
山
領
分
一
之
堰
皆
つ
ふ
れ
、
長
サ
八
里
程
之
用
水
皆
畑
方
ニ
相
成
候
由
、
永
井
辺
山
押
出
し
家
ハ

勿
論
田
畑
大
荒
、
飯
山
様
御
領
分
山
地
辺
田
畑
之
荒
夥
し
、
家
頽
山
崩
も
無
所
ハ
、
中
野
、
小
布
施
、
須
坂
、
上
田
、
小
諸
、
其
外
在
〻

合
村
已
、
松
代
ハ
少
々
つ
ふ
れ
之
よ
し
、
稲
荷
山
は
打
頽
れ
焼
失
ニ
て
千
軒
程
已
之
由
、
人
間
二
三
百
人
も
助
り
、
残
り
皆
死
之
由
、
昔

よ
り
云
伝
に
も
聞
ぬ
事
此
廿
四
日
夜
之
事
ニ
御
坐
候
、
夫
よ
り
昼
夜
折
〻
地
震
誠
ニ
困
入
事
ニ
候

犀
川
が
せ
き
止
め
ら
れ
て
新
町
（
現
長
野
市
信
州
新
町
）
が
水
没
し
、
一
方
で
丹
波
島
（
現
長
野
市
丹
波
島
）
辺
が
渇
水
し
た
旨
の
記
述
は

他
の
多
く
の
記
録
と
共
通
す
る
が
、
そ
の
前
に
載
る
吉
村
（
限
長
野
市
吉
）
で
の
家
屋
埋
没
の
情
報
も
、
こ
の
「
委
細
扣
」
に
限
ら
ず
他
の
多

く
の
記
録
類
に
共
通
し
て
登
場
す
る
。
こ
の
よ
う
な
家
屋
の
埋
没
は
所
々
で
起
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
地
の
記
録
類
に
吉
村
の
事
例

（
11
）
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木
嶋

飯
山
市

つ
ふ
れ

幕
領
（
中
野
）
284軒

の
う
ち
潰
家
21半

潰
40（

上
木
島
）

7.4％
安
田

飯
山
市

つ
ふ
れ

幕
領
（
中
野
）
75軒
の
う
ち
潰
家
54半

潰
15

72.0％
柳
沢

中
野
市

つ
ふ
れ

幕
領
（
中
野
）
125軒

の
う
ち
潰
家
14

11.2％
赤
岩

中
野
市

つ
ふ
れ

幕
領
（
中
野
）
133軒

の
う
ち
潰
家
36半

潰
42

27.1％
七
瀬

中
野
市

家
数
七
八
十
軒
も
有
由
残
り
候
所
尼
寺
外
ニ
壱
弐
軒

も
残
り
皆
つ
ふ
れ

幕
領
（
中
野
）
94軒
の
う
ち
潰
家
76

80.1％
田
麦

中
野
市

打
頽

幕
領
（
中
野
）
104軒

の
う
ち
潰
家
28

26.9％
片
塩

中
野
市

打
頽

幕
領
（
中
野
）
86軒
の
う
ち
潰
家
83半

潰
3

96.5％
吉
田
新
田

中
野
市

打
頽

幕
領
（
中
野
）
105軒

の
う
ち
潰
家
13半

潰
5

12.3％
岩
船

中
野
市

打
頽

幕
領
（
中
野
）
48軒
の
う
ち
潰
家
5

10.4％
三
江
部

中
野
市

打
頽

幕
領
（
中
野
）
東
西
江
部
で
109軒

の
う
ち
潰
家
90半
潰
19

82.6％
西
条

中
野
市

打
頽

幕
領
（
中
野
）
79軒
の
う
ち
潰
家
17

21.5％

吉
村

長
野
市

カ
イ
バ
ミ
山
崩
押
出
し
村
中
七
八
分
通
も
土
中
ニ
相

成
、
壱
二
日
も
助
り
人
ハ
不
及
申
、
家
土
中
ニ
成

百
六
十
人
死
候
事

飯
山

51軒
の
う
ち
40軒
潰
れ
土
中

78.4％

小
市
宿

長
野
市

山
抜
出
し
、
犀
川
水
留
り

松
代

114軒
の
う
ち
潰
家
70／

流
失
100

61.4％
山
中
新
町
辺

信
州
新
町

打
つ
ふ
れ
の
上
、
又
候
水
底
ニ
相
成
、
近
村

三
四
十
ヶ
邨
水
底
ニ
成

松
代

400軒
ほ
ど
の
う
ち
潰
家
200程

50.0％
丹
波
嶋

長
野
市
青
木
島
町
川
漸
〻
瀬
越
か
ゝ
と
位
す
ら
水
無
之
由

松
代

140軒
の
う
ち
潰
家
6
半
潰
多
数

4.3％
立
ヶ
花
渡

中
野
市

已
前
よ
り
六
七
尺
も
少
々
相
成
申
候

幕
領
（
中
野
）
62軒
の
う
ち
潰
家
6

倉
井

飯
綱
町

不
残
つ
ふ
れ
焼
失
も
少
々
有
之

飯
山

芋
川
辺

飯
綱
町

不
残
つ
ふ
れ
焼
失
も
少
々
有
之

飯
山

潰
家
30

牟
礼

飯
綱
町

不
残
つ
ふ
れ
焼
失
も
少
々
有
之

幕
領
（
中
野
）
189軒

の
う
ち
潰
家
182

96.3％
小
玉

飯
綱
町

打
頽

幕
領
（
中
野
）
81軒
の
う
ち
潰
家
81

100.0％
黒
川

飯
綱
町

打
頽

幕
領

古
間
宿

信
濃
町

打
頽

幕
領
（
中
野
）
109軒

の
う
ち
潰
家
104半

潰
3

95.3％
柏
原

信
濃
町

打
頽

野
尻

信
濃
町

打
頽

幕
領
（
中
野
）
233軒

の
う
ち
潰
家
83半

潰
60

35.6％
と
く
さ
せ
ぎ

長
サ
八
里
程
之
用
水
皆
畑
方
ニ
相
成
候

永
井
辺

中
野
市
？

山
押
出
し
家
ハ
勿
論
田
畑
大
荒

中
野

中
野
市

家
頽
山
崩
も
無
所

幕
領
（
中
野
）

小
布
施

小
布
施
町

家
頽
山
崩
も
無
所

松
代
預

須
坂

須
坂
市

家
頽
山
崩
も
無
所

須
坂

崩
家
4

上
田

上
田
市

家
頽
山
崩
も
無
所

上
田

小
諸

小
諸
市

家
頽
山
崩
も
無
所

小
諸

松
代

長
野
市
松
代
町

少
々
つ
ふ
れ

松
代

稲
荷
山

千
曲
市

打
頽
れ
焼
失
ニ
て
千
軒
程
已
之
由
、
人
間
二
三
百
人

も
助
り
、
残
り
皆
死
之
由

上
田

434軒
の
う
ち
200軒

焼
失

「
弘
化
四
丁
未
三
月
廿
四
日
夜
天
災
大
地
震
ニ
付
委
細
扣
の
他
、『
豊
野
町
の
資
料
二
』、
東
京
大
学
地
震
研
究
所
編
『
新
収
日
本
地
震
史
料
　
第
5
巻
　
別
巻
6
−
1
』、
大
滝
敦
士
「
善
光
寺
地
震
に

お
け
る
中
野
代
官
所
村
々
の
被
災
状
況
」
よ
り
作
成

— 10 —

（
表
1
）
各
地
地
震
被
害
風
聞

地
　
名

現
在
地

記
　
述

支
　
配

公
式
記
録
等
の
被
害
情
報

全
壊
率

善
光
寺
・
後
町

長
野
市

堂
内
ハ
不
及
申
、
町
方
勿
論
中
後
町
迄
焼
失
…
死
人

壱
万
人
余
之
由

寺
領

諸
堂
の
外
町
家
2194軒

焼
失
、
142軒

潰
、
156軒

潰
の
み
に
て
不
焼

横
山

長
野
市

焼
失

相
之
木

長
野
市

焼
失

松
代

三
輪

長
野
市

不
残
潰
れ

松
代

350軒
程
の
う
ち
半
潰
20軒
程
残
皆
潰
150軒

程
皆
潰
の
上
三
分
一
程
焼
失

42.9％
押
鐘

長
野
市

不
残
潰
れ

松
代

潰
家
13軒

吉
田

長
野
市

不
残
潰
れ

松
代

200軒
も
潰
候
由
／
皆
潰
90軒

荒
町

長
野
市
？

所
々
潰
れ

徳
間

長
野
市

所
々
潰
れ

松
代

潰
家
30軒
／
潰
家
19軒

半
潰
5
軒

東
条

長
野
市

所
々
潰
れ

松
代

家
10軒
程
潰
／
皆
潰
18軒

石
ノ
堂

長
野
市

所
々
潰
れ

松
代

中
野
（
之
）
御
所
長
野
市

所
々
潰
れ

松
代

潰
4
軒
半
潰
12軒

栗
田

長
野
市

所
々
潰
れ

千
田

長
野
市

所
々
潰
れ

松
代

潰
家
1
軒
／
流
家
1
水
入
不
残
／
水
入
半
潰
24

和
田

長
野
市

所
々
潰
れ

松
代

居
家
70軒
余
之
所
51軒

潰
、
20軒

程
半
潰

72.9％
中
俣

長
野
市

所
々
潰
れ

松
代

潰
家
5
軒
半
潰
2
軒

府
（
布
）
野

長
野
市

所
々
潰
れ

松
代

77軒
の
う
ち
流
失
5
軒
潰
2
軒
泥
水
入
63軒

9.0％
長
沼

長
野
市

所
々
潰
れ

幕
領
（
中
野
）
32軒
の
う
ち
潰
家
7
半
潰
7

21.9％
赤
沼

長
野
市

所
々
潰
れ

幕
領
（
中
野
）
222軒

の
う
ち
潰
家
72半

潰
103

32.4％
三
才

長
野
市

所
々
潰
れ

幕
領
（
中
野
）
98軒
の
う
ち
潰
家
49半

潰
31

50.0％
駒
沢

長
野
市

所
々
潰
れ

幕
領
（
中
野
）
84軒
の
う
ち
潰
家
80半

潰
2

95.2％
南
郷

長
野
市
豊
野
町

所
々
潰
れ

飯
山

潰
家
23軒

神
代

長
野
市
豊
野
町

多
分
之
潰
れ

飯
山

中
尾

長
野
市
豊
野
町

多
分
之
潰
れ

飯
山

浅
野

長
野
市
豊
野
町

西
ゟ
町
方
橋
向
堀
古
（
カ
）
橋
場
迄
不
残
打
つ
ふ
れ
飯
山

丸
潰
38,9軒

蟹
沢

長
野
市
豊
野
町

少
々

飯
山

潰
17,8軒

／
潰
家
45軒

川
谷

長
野
市
豊
野
町

所
ろ
々
頽

飯
山

赤
塩

飯
綱
町

所
ろ
々
頽

飯
山

毛
野

飯
綱
町

所
ろ
々
頽

飯
山

柏
原

飯
綱
町

所
ろ
々
頽

飯
山

永
井
（
江
）

中
野
市

所
ろ
々
頽

飯
山

替
佐

中
野
市

所
ろ
々
頽

飯
山

今
井

中
野
市

所
ろ
々
頽

飯
山

飯
山

飯
山
市

御
城
崩
御
家
中
不
残
つ
ふ
れ
、
其
上
焼
失
町
ハ
、
新

町
・
上
町
・
本
町
・
肴
町
、
愛
宕
町
・
伊
勢
町
ハ
半

つ
ふ
れ
、
残
町
ハ
不
残
打
つ
ふ
れ
其
上
皆
焼
失
…
御

家
中
町
方
新
・
上
・
本
・
肴
町
ニ
而
死
人
六
百
人

飯
山

櫓
・
門
等
の
ほ
か
家
中
侍
居
宅
49軒

潰
、
6
軒
焼
失
、
6
軒
半
潰
、
城
下
竈

547軒
焼
失
、
67軒
潰
同
山
崩
に
て
泥
冠
等
々

外
様
辺

飯
山
市

多
分
之
打
頽

飯
山
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木
嶋

飯
山
市

つ
ふ
れ

幕
領
（
中
野
）
284軒

の
う
ち
潰
家
21半

潰
40（

上
木
島
）

7.4％
安
田

飯
山
市

つ
ふ
れ

幕
領
（
中
野
）
75軒
の
う
ち
潰
家
54半

潰
15

72.0％
柳
沢

中
野
市

つ
ふ
れ

幕
領
（
中
野
）
125軒

の
う
ち
潰
家
14

11.2％
赤
岩

中
野
市

つ
ふ
れ

幕
領
（
中
野
）
133軒

の
う
ち
潰
家
36半

潰
42

27.1％
七
瀬

中
野
市

家
数
七
八
十
軒
も
有
由
残
り
候
所
尼
寺
外
ニ
壱
弐
軒

も
残
り
皆
つ
ふ
れ

幕
領
（
中
野
）
94軒
の
う
ち
潰
家
76

80.1％
田
麦

中
野
市

打
頽

幕
領
（
中
野
）
104軒

の
う
ち
潰
家
28

26.9％
片
塩

中
野
市

打
頽

幕
領
（
中
野
）
86軒
の
う
ち
潰
家
83半

潰
3

96.5％
吉
田
新
田

中
野
市

打
頽

幕
領
（
中
野
）
105軒

の
う
ち
潰
家
13半

潰
5

12.3％
岩
船

中
野
市

打
頽

幕
領
（
中
野
）
48軒
の
う
ち
潰
家
5

10.4％
三
江
部

中
野
市

打
頽

幕
領
（
中
野
）
東
西
江
部
で
109軒

の
う
ち
潰
家
90半
潰
19

82.6％
西
条

中
野
市

打
頽

幕
領
（
中
野
）
79軒
の
う
ち
潰
家
17

21.5％

吉
村

長
野
市

カ
イ
バ
ミ
山
崩
押
出
し
村
中
七
八
分
通
も
土
中
ニ
相

成
、
壱
二
日
も
助
り
人
ハ
不
及
申
、
家
土
中
ニ
成

百
六
十
人
死
候
事

飯
山

51軒
の
う
ち
40軒
潰
れ
土
中

78.4％

小
市
宿

長
野
市

山
抜
出
し
、
犀
川
水
留
り

松
代

114軒
の
う
ち
潰
家
70／

流
失
100

61.4％
山
中
新
町
辺

信
州
新
町

打
つ
ふ
れ
の
上
、
又
候
水
底
ニ
相
成
、
近
村

三
四
十
ヶ
邨
水
底
ニ
成

松
代

400軒
ほ
ど
の
う
ち
潰
家
200程

50.0％
丹
波
嶋

長
野
市
青
木
島
町
川
漸
〻
瀬
越
か
ゝ
と
位
す
ら
水
無
之
由

松
代

140軒
の
う
ち
潰
家
6
半
潰
多
数

4.3％
立
ヶ
花
渡

中
野
市

已
前
よ
り
六
七
尺
も
少
々
相
成
申
候

幕
領
（
中
野
）
62軒
の
う
ち
潰
家
6

倉
井

飯
綱
町

不
残
つ
ふ
れ
焼
失
も
少
々
有
之

飯
山

芋
川
辺

飯
綱
町

不
残
つ
ふ
れ
焼
失
も
少
々
有
之

飯
山

潰
家
30

牟
礼

飯
綱
町

不
残
つ
ふ
れ
焼
失
も
少
々
有
之

幕
領
（
中
野
）
189軒

の
う
ち
潰
家
182

96.3％
小
玉

飯
綱
町

打
頽

幕
領
（
中
野
）
81軒
の
う
ち
潰
家
81

100.0％
黒
川

飯
綱
町

打
頽

幕
領

古
間
宿

信
濃
町

打
頽

幕
領
（
中
野
）
109軒

の
う
ち
潰
家
104半

潰
3

95.3％
柏
原

信
濃
町

打
頽

野
尻

信
濃
町

打
頽

幕
領
（
中
野
）
233軒

の
う
ち
潰
家
83半

潰
60

35.6％
と
く
さ
せ
ぎ

長
サ
八
里
程
之
用
水
皆
畑
方
ニ
相
成
候

永
井
辺

中
野
市
？

山
押
出
し
家
ハ
勿
論
田
畑
大
荒

中
野

中
野
市

家
頽
山
崩
も
無
所

幕
領
（
中
野
）

小
布
施

小
布
施
町

家
頽
山
崩
も
無
所

松
代
預

須
坂

須
坂
市

家
頽
山
崩
も
無
所

須
坂

崩
家
4

上
田

上
田
市

家
頽
山
崩
も
無
所

上
田

小
諸

小
諸
市

家
頽
山
崩
も
無
所

小
諸

松
代

長
野
市
松
代
町

少
々
つ
ふ
れ

松
代

稲
荷
山

千
曲
市

打
頽
れ
焼
失
ニ
て
千
軒
程
已
之
由
、
人
間
二
三
百
人

も
助
り
、
残
り
皆
死
之
由

上
田

434軒
の
う
ち
200軒

焼
失

「
弘
化
四
丁
未
三
月
廿
四
日
夜
天
災
大
地
震
ニ
付
委
細
扣
の
他
、『
豊
野
町
の
資
料
二
』、
東
京
大
学
地
震
研
究
所
編
『
新
収
日
本
地
震
史
料
　
第
5
巻
　
別
巻
6
−
1
』、
大
滝
敦
士
「
善
光
寺
地
震
に

お
け
る
中
野
代
官
所
村
々
の
被
災
状
況
」
よ
り
作
成
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（
表
1
）
各
地
地
震
被
害
風
聞

地
　
名

現
在
地

記
　
述

支
　
配

公
式
記
録
等
の
被
害
情
報

全
壊
率

善
光
寺
・
後
町

長
野
市

堂
内
ハ
不
及
申
、
町
方
勿
論
中
後
町
迄
焼
失
…
死
人

壱
万
人
余
之
由

寺
領

諸
堂
の
外
町
家
2194軒

焼
失
、
142軒

潰
、
156軒

潰
の
み
に
て
不
焼

横
山

長
野
市

焼
失

相
之
木

長
野
市

焼
失

松
代

三
輪

長
野
市

不
残
潰
れ

松
代

350軒
程
の
う
ち
半
潰
20軒
程
残
皆
潰
150軒

程
皆
潰
の
上
三
分
一
程
焼
失

42.9％
押
鐘

長
野
市

不
残
潰
れ

松
代

潰
家
13軒

吉
田

長
野
市

不
残
潰
れ

松
代

200軒
も
潰
候
由
／
皆
潰
90軒

荒
町

長
野
市
？

所
々
潰
れ

徳
間

長
野
市

所
々
潰
れ

松
代

潰
家
30軒
／
潰
家
19軒

半
潰
5
軒

東
条

長
野
市

所
々
潰
れ

松
代

家
10軒
程
潰
／
皆
潰
18軒

石
ノ
堂

長
野
市

所
々
潰
れ

松
代

中
野
（
之
）
御
所
長
野
市

所
々
潰
れ

松
代

潰
4
軒
半
潰
12軒

栗
田

長
野
市

所
々
潰
れ

千
田

長
野
市

所
々
潰
れ

松
代

潰
家
1
軒
／
流
家
1
水
入
不
残
／
水
入
半
潰
24

和
田

長
野
市

所
々
潰
れ

松
代

居
家
70軒
余
之
所
51軒

潰
、
20軒

程
半
潰

72.9％
中
俣

長
野
市

所
々
潰
れ

松
代

潰
家
5
軒
半
潰
2
軒

府
（
布
）
野

長
野
市

所
々
潰
れ

松
代

77軒
の
う
ち
流
失
5
軒
潰
2
軒
泥
水
入
63軒

9.0％
長
沼

長
野
市

所
々
潰
れ

幕
領
（
中
野
）
32軒
の
う
ち
潰
家
7
半
潰
7

21.9％
赤
沼

長
野
市

所
々
潰
れ

幕
領
（
中
野
）
222軒

の
う
ち
潰
家
72半

潰
103

32.4％
三
才

長
野
市

所
々
潰
れ

幕
領
（
中
野
）
98軒
の
う
ち
潰
家
49半

潰
31

50.0％
駒
沢

長
野
市

所
々
潰
れ

幕
領
（
中
野
）
84軒
の
う
ち
潰
家
80半

潰
2

95.2％
南
郷

長
野
市
豊
野
町

所
々
潰
れ

飯
山

潰
家
23軒

神
代

長
野
市
豊
野
町

多
分
之
潰
れ

飯
山

中
尾

長
野
市
豊
野
町

多
分
之
潰
れ

飯
山

浅
野

長
野
市
豊
野
町

西
ゟ
町
方
橋
向
堀
古
（
カ
）
橋
場
迄
不
残
打
つ
ふ
れ
飯
山

丸
潰
38,9軒

蟹
沢

長
野
市
豊
野
町

少
々

飯
山

潰
17,8軒

／
潰
家
45軒

川
谷

長
野
市
豊
野
町

所
ろ
々
頽

飯
山

赤
塩

飯
綱
町

所
ろ
々
頽

飯
山

毛
野

飯
綱
町

所
ろ
々
頽

飯
山

柏
原

飯
綱
町

所
ろ
々
頽

飯
山

永
井
（
江
）

中
野
市

所
ろ
々
頽

飯
山

替
佐

中
野
市

所
ろ
々
頽

飯
山

今
井

中
野
市

所
ろ
々
頽

飯
山

飯
山

飯
山
市

御
城
崩
御
家
中
不
残
つ
ふ
れ
、
其
上
焼
失
町
ハ
、
新

町
・
上
町
・
本
町
・
肴
町
、
愛
宕
町
・
伊
勢
町
ハ
半

つ
ふ
れ
、
残
町
ハ
不
残
打
つ
ふ
れ
其
上
皆
焼
失
…
御

家
中
町
方
新
・
上
・
本
・
肴
町
ニ
而
死
人
六
百
人

飯
山

櫓
・
門
等
の
ほ
か
家
中
侍
居
宅
49軒

潰
、
6
軒
焼
失
、
6
軒
半
潰
、
城
下
竈

547軒
焼
失
、
67軒
潰
同
山
崩
に
て
泥
冠
等
々

外
様
辺

飯
山
市

多
分
之
打
頽

飯
山
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と
述
懐
を
述
べ
る
が
、
そ
の
先
の
安
源
寺
村
（
現
中
野
市
安
源
寺
）
は
「
格
別
事
無
之
」（
七
一
軒
中
潰
家
二
四
、
全
壊
率
三
三
・
八
％
）、
立
ヶ

花
（
現
中
野
市
立
ヶ
花
）
も
「
少
々
潰
れ
」（
六
二
軒
中
潰
家
六
、
全
壊
率
九
・
七
％
）
と
い
う
表
現
に
な
る
。
こ
う
し
て
道
を
進
み
千
曲
川
に

近
づ
く
毎
に
、
片
塩
な
ど
に
比
べ
て
被
害
の
少
な
い
村
に
出
会
う
記
載
は
、「
中
野
扇
状
地
の
扇
端
部
と
長
丘
丘
陵
沿
い
の
村
々
で
大
き
な
被

害
が
出
て
い
る
」
と
い
う
客
観
的
事
実
と
よ
く
符
合
し
て
い
る
。

九
十
郎
は
千
曲
川
を
渡
り
飯
山
領
に
入
る
。
蟹
沢
村
（
現
長
野
市
豊
野
町
蟹
沢
）
と
浅
野
村
と
の
境
に
あ
る
鳥
居
川
の
「
大
橋
」
が
落
ち
て

お
り
、
上
流
の
大
倉
（
現
長
野
市
豊
野
町
大
倉
）
を
ま
わ
っ
て
浅
野
に
入
っ
た
九
十
郎
が
み
た
も
の
は
、
橋
側
か
ら
西
の
町
通
り
に
掛
け
て

一
二
、三
軒
し
か
残
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
他
は
半
潰
れ
な
ど
で
家
が
残
っ
て
い
る
姿
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
浅
野
村
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。

【
史
料
6
】

（
前
略
）
丁
未
三
月
廿
四
日
晩
四
ツ
時
頃
大
地
震
ニ
而
大
地
一
時
ニ
持
上
ヶ
、
家
居
即
座
ニ
押
潰
、
拙
寺
ニ
而
ハ
庫
裏
丸
潰
、
其
外
廊
下

又
は
護
法
閣
相
潰
、
本
堂
ハ
裏
通
地
形
弐
尺
余
下
り
、
大
ニ
か
し
が
り
候
、
鐘
堂
は
柱
抜
、
已
に
覆
ル
計
ニ
而
止
り
、
又
石
垣
ハ
拾
ヶ
所

余
茂
壊
れ
、
又
村
方
ニ
而
も
即
死
之
者
三
拾
六
人
程
、
丸
潰
三
拾
八
九
軒
、
夫
ゟ
橋
落
向
通
不
残
潰
候
、
大
倉
ハ
格
別
損
シ
無
之
、
蟹
沢

ハ
拾
七
八
軒
も
潰
申
候
、
夫
ゟ
神
代
、
善
光
寺
辺
迄
大
ニ
潰
（
中
略
、
善
光
寺
の
様
子
お
よ
び
虚
空
蔵
山
抜
の
様
子
）
四
月
十
三
日
七
ッ

時
頃
河
中
嶋
へ
押
出
し
、
此
辺
江
ハ
其
夜
の
六
ツ
半
頃
水
参
り
、
前
代
未
聞
之
満
水
、
川
中
嶋
よ
り
川
岸
村
々
家
・
土
蔵
・
家
財
道
具
流

失
、
殊
ニ
小
市
村
酒
屋
五
尺
桶
百
本
余
流
し
、
此
辺
ニ
而
も
止
候
由
、
穀
類
・
着
類
皆
泥
に
致
し
誠
ニ
迷
惑
ニ
及
ひ
候
由
、
当
寺
山
内
ハ

大
門
石
垣
際
迄
水
付
、
明
円
寺
ハ
床
ゟ
水
際
同
様
ニ
相
成
り
、
お
や
い
・
兵
八
は
床
上
江
壱
尺
余
も
上
り
候
（
後
略
、
飯
山
城
下
、
吉
村

の
被
災
に
つ
い
て
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）
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【
史
料
5
】

廿
七
日
下
拙
浅
野
江
参
候
節
、
中
野
原
よ
り
向
岩
船
初
青
木
坂
迄
、
助
り
候
家
通
り
之
内
五
六
軒
す
ら
無
之
、
在
方
見
渡
候
処
、
片

（
塩
脱
）大

徳

寺
其
外
廿
軒
程
も
助
り
居
候
、
誠
天
災
と
ハ
乍
申
余
り
大
変
之
事
也
、
夫
ゟ
表
安
源
寺
ハ
格
別
事
無
之
、
立
ヶ
花
少
々
之
つ
ふ
れ
、
渡
船

ヲ
越
峯
ニ
て
一
両
軒
、
高
岡
平
兵
衛
初
堀
橋
場
通
り
皆
つ
ふ
れ
、
大
橋
落
、
大
倉
橋
ヲ
渡
り
漸
〻
浅
野
参
り
候
所
、
母
上
さ
ま
無
難
、
橋

側
嘉
市
よ
り
町
通
り
西
之
方
迄
助
り
候
家
僅
十
二
三
軒
す
ら
、
其
下
ハ
多
分
之
つ
ふ
れ
も
無
之
、
浅
野
ハ
助
り
候
町
、
半
ツ
ブ
レ
残
り
候

所
、
喜
兵
へ
、
利
助
本
家
、
重
蔵
本
家
、
宗
七
、
茂
作
、
健
二
郎
、
久
之
丞
、
利
右
衛
門
本
家
土
蔵
、
弥
五
八
、
文
左
衛
門
土
蔵
三
ヶ
所
、

重
兵
へ
土
蔵
、
勇
左
衛
門
土
蔵
二
、
拙
宅
本
家
新
蔵
質
蔵
、
弥
三
郎
、
増
兵
衛
、
久
左
衛
門
土
蔵
、
吉
三
郎
土
蔵
、
佐
左
衛
門
不
残
其
儘
、

大
日
堂
、
正
見
寺
本
堂
、
経
蔵
、
鐘
堂
、
長
家
、
兵
八
本
家
、
与
七
、
明
圓
寺
御
堂
、
新
右
衛
門
物
置
、
重
左
衛
門
、
助
太
郎
、
伊
兵
衛
、

吉
蔵
土
蔵
、
惣
治
郎
本
家
已
之
事
、
浅
野
村
死
人
三
十
人
余
之
事
ニ
而
、（
中
略
、
こ
こ
に
【
史
料
4
】
が
入
る
）

一�

、
麻
重
家
内
浅
野
ニ
三
人
内
叔
母
壱
人
文
左
衛
門
宅
ニ
而
打
つ
ふ
れ
死
す
、
善
光
寺
家
内
七
人
之
所
利
吉
、
ま
つ
、
友
治
郎
、
儀
三
郎
、

番
頭
新
蔵
、
太
吉
六
人
つ
ふ
れ
死
す
、
内
宝（

マ
マ
）い

と
一
人
助
り
、
廿
五
日
昼
頃
浅
野
へ
尋
参
り
候

一�

、
久
左
衛
門
宅
つ
ふ
れ
久
左
衛
門
死
、
外
ニ
下
女
壱
人
死
す

一�

、
清
之
助
宅
母
そ
よ
孫
ヲ
抱
な
が
ら
つ
ふ
れ
死
す

　�

拙
宅
母
上
始
ふ
き
両
人
迯
出
、
古
清
も
三
人
つ
ふ
れ
候
得
共
被
出
掘
、
壱
人
も
死
人
無
、
誠
難
有
、
外
別
家
も
東
条
、
大
く
ら
、
飯
山

共
ニ
死
人
無
之
、
実
ニ
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候

　
拙
宅
打
頽
分
油
蔵
、
挽
屋
、
門
口
、
薪
蔵
、
宝

（
マ
マ
）、
表
門
、
馬
家
、
下
家
、
粕
蔵
、
裏
門
、
長
屋
、
〆
十
一
ヶ
所
皆
頽
れ

中
野
を
出
て
先
の
表
1
で
全
壊
率
九
六
・
五
％
だ
っ
た
片
塩
く
ら
い
ま
で
の
間
は
、
道
の
両
脇
に
残
っ
て
い
る
家
が
五
、六
軒
、
八
六
軒
の
家

が
あ
る
は
ず
の
片
塩
村
で
は
、
寺
の
ほ
か
に
二
〇
軒
ほ
ど
し
か
家
が
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
有
様
で
、「
誠
天
災
と
ハ
乍
申
余
り
大
変
之
事
也
」

（
14
）
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と
述
懐
を
述
べ
る
が
、
そ
の
先
の
安
源
寺
村
（
現
中
野
市
安
源
寺
）
は
「
格
別
事
無
之
」（
七
一
軒
中
潰
家
二
四
、
全
壊
率
三
三
・
八
％
）、
立
ヶ

花
（
現
中
野
市
立
ヶ
花
）
も
「
少
々
潰
れ
」（
六
二
軒
中
潰
家
六
、
全
壊
率
九
・
七
％
）
と
い
う
表
現
に
な
る
。
こ
う
し
て
道
を
進
み
千
曲
川
に

近
づ
く
毎
に
、
片
塩
な
ど
に
比
べ
て
被
害
の
少
な
い
村
に
出
会
う
記
載
は
、「
中
野
扇
状
地
の
扇
端
部
と
長
丘
丘
陵
沿
い
の
村
々
で
大
き
な
被

害
が
出
て
い
る
」
と
い
う
客
観
的
事
実
と
よ
く
符
合
し
て
い
る
。

九
十
郎
は
千
曲
川
を
渡
り
飯
山
領
に
入
る
。
蟹
沢
村
（
現
長
野
市
豊
野
町
蟹
沢
）
と
浅
野
村
と
の
境
に
あ
る
鳥
居
川
の
「
大
橋
」
が
落
ち
て

お
り
、
上
流
の
大
倉
（
現
長
野
市
豊
野
町
大
倉
）
を
ま
わ
っ
て
浅
野
に
入
っ
た
九
十
郎
が
み
た
も
の
は
、
橋
側
か
ら
西
の
町
通
り
に
掛
け
て

一
二
、三
軒
し
か
残
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
他
は
半
潰
れ
な
ど
で
家
が
残
っ
て
い
る
姿
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
浅
野
村
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。

【
史
料
6
】

（
前
略
）
丁
未
三
月
廿
四
日
晩
四
ツ
時
頃
大
地
震
ニ
而
大
地
一
時
ニ
持
上
ヶ
、
家
居
即
座
ニ
押
潰
、
拙
寺
ニ
而
ハ
庫
裏
丸
潰
、
其
外
廊
下

又
は
護
法
閣
相
潰
、
本
堂
ハ
裏
通
地
形
弐
尺
余
下
り
、
大
ニ
か
し
が
り
候
、
鐘
堂
は
柱
抜
、
已
に
覆
ル
計
ニ
而
止
り
、
又
石
垣
ハ
拾
ヶ
所

余
茂
壊
れ
、
又
村
方
ニ
而
も
即
死
之
者
三
拾
六
人
程
、
丸
潰
三
拾
八
九
軒
、
夫
ゟ
橋
落
向
通
不
残
潰
候
、
大
倉
ハ
格
別
損
シ
無
之
、
蟹
沢

ハ
拾
七
八
軒
も
潰
申
候
、
夫
ゟ
神
代
、
善
光
寺
辺
迄
大
ニ
潰
（
中
略
、
善
光
寺
の
様
子
お
よ
び
虚
空
蔵
山
抜
の
様
子
）
四
月
十
三
日
七
ッ

時
頃
河
中
嶋
へ
押
出
し
、
此
辺
江
ハ
其
夜
の
六
ツ
半
頃
水
参
り
、
前
代
未
聞
之
満
水
、
川
中
嶋
よ
り
川
岸
村
々
家
・
土
蔵
・
家
財
道
具
流

失
、
殊
ニ
小
市
村
酒
屋
五
尺
桶
百
本
余
流
し
、
此
辺
ニ
而
も
止
候
由
、
穀
類
・
着
類
皆
泥
に
致
し
誠
ニ
迷
惑
ニ
及
ひ
候
由
、
当
寺
山
内
ハ

大
門
石
垣
際
迄
水
付
、
明
円
寺
ハ
床
ゟ
水
際
同
様
ニ
相
成
り
、
お
や
い
・
兵
八
は
床
上
江
壱
尺
余
も
上
り
候
（
後
略
、
飯
山
城
下
、
吉
村

の
被
災
に
つ
い
て
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）
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【
史
料
5
】

廿
七
日
下
拙
浅
野
江
参
候
節
、
中
野
原
よ
り
向
岩
船
初
青
木
坂
迄
、
助
り
候
家
通
り
之
内
五
六
軒
す
ら
無
之
、
在
方
見
渡
候
処
、
片

（
塩
脱
）大

徳

寺
其
外
廿
軒
程
も
助
り
居
候
、
誠
天
災
と
ハ
乍
申
余
り
大
変
之
事
也
、
夫
ゟ
表
安
源
寺
ハ
格
別
事
無
之
、
立
ヶ
花
少
々
之
つ
ふ
れ
、
渡
船

ヲ
越
峯
ニ
て
一
両
軒
、
高
岡
平
兵
衛
初
堀
橋
場
通
り
皆
つ
ふ
れ
、
大
橋
落
、
大
倉
橋
ヲ
渡
り
漸
〻
浅
野
参
り
候
所
、
母
上
さ
ま
無
難
、
橋

側
嘉
市
よ
り
町
通
り
西
之
方
迄
助
り
候
家
僅
十
二
三
軒
す
ら
、
其
下
ハ
多
分
之
つ
ふ
れ
も
無
之
、
浅
野
ハ
助
り
候
町
、
半
ツ
ブ
レ
残
り
候

所
、
喜
兵
へ
、
利
助
本
家
、
重
蔵
本
家
、
宗
七
、
茂
作
、
健
二
郎
、
久
之
丞
、
利
右
衛
門
本
家
土
蔵
、
弥
五
八
、
文
左
衛
門
土
蔵
三
ヶ
所
、

重
兵
へ
土
蔵
、
勇
左
衛
門
土
蔵
二
、
拙
宅
本
家
新
蔵
質
蔵
、
弥
三
郎
、
増
兵
衛
、
久
左
衛
門
土
蔵
、
吉
三
郎
土
蔵
、
佐
左
衛
門
不
残
其
儘
、

大
日
堂
、
正
見
寺
本
堂
、
経
蔵
、
鐘
堂
、
長
家
、
兵
八
本
家
、
与
七
、
明
圓
寺
御
堂
、
新
右
衛
門
物
置
、
重
左
衛
門
、
助
太
郎
、
伊
兵
衛
、

吉
蔵
土
蔵
、
惣
治
郎
本
家
已
之
事
、
浅
野
村
死
人
三
十
人
余
之
事
ニ
而
、（
中
略
、
こ
こ
に
【
史
料
4
】
が
入
る
）

一�

、
麻
重
家
内
浅
野
ニ
三
人
内
叔
母
壱
人
文
左
衛
門
宅
ニ
而
打
つ
ふ
れ
死
す
、
善
光
寺
家
内
七
人
之
所
利
吉
、
ま
つ
、
友
治
郎
、
儀
三
郎
、

番
頭
新
蔵
、
太
吉
六
人
つ
ふ
れ
死
す
、
内
宝（

マ
マ
）い
と
一
人
助
り
、
廿
五
日
昼
頃
浅
野
へ
尋
参
り
候

一�

、
久
左
衛
門
宅
つ
ふ
れ
久
左
衛
門
死
、
外
ニ
下
女
壱
人
死
す

一�

、
清
之
助
宅
母
そ
よ
孫
ヲ
抱
な
が
ら
つ
ふ
れ
死
す

　�

拙
宅
母
上
始
ふ
き
両
人
迯
出
、
古
清
も
三
人
つ
ふ
れ
候
得
共
被
出
掘
、
壱
人
も
死
人
無
、
誠
難
有
、
外
別
家
も
東
条
、
大
く
ら
、
飯
山

共
ニ
死
人
無
之
、
実
ニ
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候

　
拙
宅
打
頽
分
油
蔵
、
挽
屋
、
門
口
、
薪
蔵
、
宝

（
マ
マ
）、

表
門
、
馬
家
、
下
家
、
粕
蔵
、
裏
門
、
長
屋
、
〆
十
一
ヶ
所
皆
頽
れ

中
野
を
出
て
先
の
表
1
で
全
壊
率
九
六
・
五
％
だ
っ
た
片
塩
く
ら
い
ま
で
の
間
は
、
道
の
両
脇
に
残
っ
て
い
る
家
が
五
、六
軒
、
八
六
軒
の
家

が
あ
る
は
ず
の
片
塩
村
で
は
、
寺
の
ほ
か
に
二
〇
軒
ほ
ど
し
か
家
が
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
有
様
で
、「
誠
天
災
と
ハ
乍
申
余
り
大
変
之
事
也
」

（
14
）
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家
、
下
家
、
粕
蔵
、
裏
門
、
長
屋
、
〆
十
一
ヶ
所
」
で
あ
り
、

騒
動
前
と
同
様
油
商
売
等
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
た
と
み
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
地
震
そ
の
も
の
か
ら
は
離
れ
る
が
、
本
史
料
に

よ
っ
て
、
浅
野
西
原
家
の
歴
史
を
再
評
価
す
る
必
要
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
本
史
料
か
ら
は
具
体
的
な
被
災
者
の
人
名
が
判
明
す

る
。
そ
の
居
住
地
比
定
等
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
従
来
か

ら
知
ら
れ
て
い
た
正
見
寺
文
書
と
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と

で
、
浅
野
村
の
被
害
実
態
が
相
当
具
体
的
に
判
明
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

【
史
料
5
】
の
後
に
は
表
2
の
よ
う
な
記
載
が
続
く
。【
史
料

6
】
か
ら
も
浅
野
正
見
寺
と
明
円
寺
の
被
害
は
わ
か
り
、
内
容

も
一
致
す
る
が
、
こ
こ
で
は
大
日
堂
も
被
害
を
受
け
て
い
た
こ

と
が
判
明
す
る
。
さ
ら
に
片
塩
・
蟹
沢
・
江
部
・
神
代
・
吉
田

と
い
っ
た
近
隣
の
村
々
の
寺
院
の
み
な
ら
ず
、
善
光
寺
と
そ
の

寺
中
の
被
害
に
ま
で
筆
が
及
ん
で
い
る
。
い
か
な
る
関
心
か
ら

こ
の
記
載
が
成
さ
れ
た
か
は
未
詳
で
あ
る
。

さ
ら
に
犀
川
の
天
然
ダ
ム
決
壊
に
よ
る
四
月
十
三
日
の
洪
水

（表 3）水害風聞・実見
小松原 長野市篠ノ井地区 押流し、向水先篠乃井迄川中嶋ヲ押倒し、大荒ニて、

小市宿 長野市
道下壱丈も堀大石大岩小石荒砂等押出し、幅四五丁長一里程
之所打荒し

松代 長野市松代町 満水已無大荒
川田 長野市若穂地区 満水已無大荒
綿内 長野市若穂地区 満水已無大荒
福嶋 須坂市 満水已無大荒
村山 須坂市 家五六十軒も流し
豆嶋（大豆島） 長野市 不残満水
四ッ谷 長野市川中島町 不残満水
府（布）野 長野市 不残満水
中俣 長野市 不残満水
長沼 長野市 不残満水
赤沼 長野市 不残満水

浅野村 長野市豊野町
浅野村前沖猶更下タ町迄入り、明圓寺様床下、佐左衛門庭先
かげ、勇左衛門土蔵土台側迄、堀辺河野屋庭先髪結迄、誠ニ
大満水

小沼 中野市 （水入）
新保村 中野市 廣願寺迄（水入）
篠井 中野市 邨中五六尺水入

六川辺 小布施町
本川筋にてハ家蔵ハ如山、大木ハ根共流れる有様筆紙難尽、
人馬数百人水死、六川辺家土蔵物置類沢山ニ留り

南郷 長野市豊野町 郷沖江藁凡一万駄も有
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こ
れ
は
浅
野
村
正
見
寺
の
住
職
が
記
し
た
記
録
で
、
や
は
り

橋
の
周
囲
が
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
た
こ
と
、
浅
野
村
で
は

三
八
、九
軒
が
潰
家
と
な
り
三
六
人
が
即
死
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
浅
野
村
で
は
地
震
の
前
年
弘
化
三
（
一
八
四
六
）

年
の
家
数
は
高
持
一
三
五
、
水
呑
五
の
計
一
四
〇
軒
、
総
人
数

六
六
三
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
数
値
を
仮
に
用
い
る
と
、

三
九
軒
丸
潰
れ
、
三
六
人
死
亡
と
す
る
と
全
壊
率
二
七
・
九
％
、

死
亡
率
五
・
四
％
と
な
る
。
千
曲
川
右
岸
の
惨
状
を
眼
に
し
て

き
た
九
十
郎
は
こ
れ
を
「
浅
野
ハ
助
り
候
町
」
と
表
現
し
た
の

で
あ
る
。

【
史
料
5
】
に
戻
っ
て
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
浅
野
に
は

九
十
郎
の
「
母
上
」
が
居
り
、
人
的
被
害
は
無
か
っ
た
が
、
そ

の
居
宅
が
被
災
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
浅

野
騒
動
の
結
果
、
九
十
郎
母
、
つ
ま
り
西
原
九
兵
衛
の
妻
は
他

の
家
族
と
と
も
に
追
放
刑
に
処
せ
ら
れ
、
屋
敷
や
田
畑
は
闕
所

と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
弘
化
四
年
ま
で
の
間
に
、
何
ら
か
の

形
で
の
赦
免
が
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
被
災

し
た
建
物
は
「
油
蔵
、
挽
屋
、
門
口
、
薪
蔵
、
宝
、
表
門
、
馬

（
18
）

（
19
）

（表 2）寺々ツブレ扣
地名 寺院 建物 被害

浅野
正見寺

庫裏 ◯
廊下 ◯
護法閣 ◯
御堂　 △

明円寺 庫裏 △
大日堂 庫裏 △

片塩 命徳寺

御堂　 ◯
鐘堂 ◯
庫裏 ◯
物置 ◯

江部 健立寺 客殿 ◯
堂堂 ◯

蟹沢 龍沢寺 庫裏 ◯
持専寺

神代

龍源寺 客殿
御堂 ◯

円徳寺
庫裏
御堂
経蔵

正伝寺 御堂 ◯
庫裏 ◯

地名 寺院 建物 被害

吉田
善教寺 庫裏 ◯

天照院 客殿 ◯
庫裏 ◯

善光寺

勧教寺 本堂 ◯
客殿 ◯不残焼ル

高楽寺 本堂 ◯
庫裏 ◯焼ル

寺内 ◯同断
堂内 上中下不残焼ル

西法寺 客殿 ◯
本堂 △

明教寺 本堂 ◯
庫裏 ◯焼

正法寺 庫裏 ◯

○ 皆潰
△ 半潰
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受
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小市宿 長野市
道下壱丈も堀大石大岩小石荒砂等押出し、幅四五丁長一里程
之所打荒し

松代 長野市松代町 満水已無大荒
川田 長野市若穂地区 満水已無大荒
綿内 長野市若穂地区 満水已無大荒
福嶋 須坂市 満水已無大荒
村山 須坂市 家五六十軒も流し
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寺
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住
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が
記
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た
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で
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や
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橋
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周
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が
大
き
な
被
害
を
受
け
て
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こ
と
、
浅
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で
は

三
八
、九
軒
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家
と
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六
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こ
と
が
記
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る
。
浅
野
村
で
は
地
震
の
前
年
弘
化
三
（
一
八
四
六
）

年
の
家
数
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持
一
三
五
、
水
呑
五
の
計
一
四
〇
軒
、
総
人
数

六
六
三
人
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あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
数
値
を
仮
に
用
い
る
と
、

三
九
軒
丸
潰
れ
、
三
六
人
死
亡
と
す
る
と
全
壊
率
二
七
・
九
％
、

死
亡
率
五
・
四
％
と
な
る
。
千
曲
川
右
岸
の
惨
状
を
眼
に
し
て

き
た
九
十
郎
は
こ
れ
を
「
浅
野
ハ
助
り
候
町
」
と
表
現
し
た
の

で
あ
る
。

【
史
料
5
】
に
戻
っ
て
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
浅
野
に
は

九
十
郎
の
「
母
上
」
が
居
り
、
人
的
被
害
は
無
か
っ
た
が
、
そ

の
居
宅
が
被
災
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
浅

野
騒
動
の
結
果
、
九
十
郎
母
、
つ
ま
り
西
原
九
兵
衛
の
妻
は
他

の
家
族
と
と
も
に
追
放
刑
に
処
せ
ら
れ
、
屋
敷
や
田
畑
は
闕
所

と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
弘
化
四
年
ま
で
の
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に
、
何
ら
か
の
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で
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免
が
あ
っ
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と
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え
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
被
災

し
た
建
物
は
「
油
蔵
、
挽
屋
、
門
口
、
薪
蔵
、
宝
、
表
門
、
馬

（
18
）

（
19
）

（表 2）寺々ツブレ扣
地名 寺院 建物 被害

浅野
正見寺

庫裏 ◯
廊下 ◯
護法閣 ◯
御堂　 △

明円寺 庫裏 △
大日堂 庫裏 △

片塩 命徳寺

御堂　 ◯
鐘堂 ◯
庫裏 ◯
物置 ◯

江部 健立寺 客殿 ◯
堂堂 ◯

蟹沢 龍沢寺 庫裏 ◯
持専寺

神代

龍源寺 客殿
御堂 ◯

円徳寺
庫裏
御堂
経蔵

正伝寺 御堂 ◯
庫裏 ◯

地名 寺院 建物 被害
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善教寺 庫裏 ◯

天照院 客殿 ◯
庫裏 ◯

善光寺

勧教寺 本堂 ◯
客殿 ◯不残焼ル

高楽寺 本堂 ◯
庫裏 ◯焼ル

寺内 ◯同断
堂内 上中下不残焼ル

西法寺 客殿 ◯
本堂 △

明教寺 本堂 ◯
庫裏 ◯焼

正法寺 庫裏 ◯

○ 皆潰
△ 半潰
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一
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弥
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の
記
事
が
続
く
が
、
本
稿
で
は
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
そ
の
部
分
は
表
3
と
し
て
示
し
た
。
こ
の
表
か
ら
み
て
も
、
湛
水
に
つ
い
て
の
漠
然
と
し

た
風
聞
の
一
方
で
、
浅
野
村
、
そ
し
て
居
所
中
野
村
周
辺
の
地
で
、
ど
の
程
度
水
が
入
っ
た
か
を
具
体
的
に
記
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

以
上
、
本
史
料
は
在
町
の
一
豪
農
商
が
収
集
し
得
た
広
い
範
囲
の
情
報
の
事
例
と
し
て
意
味
を
も
つ
も
の
の
、
情
報
そ
の
も
の
の
正
確
性
と

い
う
意
味
で
は
、
自
身
が
直
接
体
験
し
た
範
囲
と
伝
聞
や
印
象
を
語
っ
た
部
分
と
に
は
、
大
き
な
隔
絶
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

五

　被
災
家
屋
の
普
請
を
め
ぐ
っ
て

も
う
一
点
の
史
料
「
見
舞
物
扣
」
は
次
の
よ
う
な
記
載
か
ら
始
ま
る
。

【
史
料
7
】　屋

敷
之
内

薪
蔵

　二
間
半

　打
頽
ル

　
　
　六
間

油
宝

（
マ
マ
）

門
口

　馬

　五
間

油
蔵

　挽
屋

　弐
間
半

　七
間

粕
蔵

　裏
門

　弐
間

　五
間

長
家  

弐
間
半

　
　
　八
間
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記
載
の
後
半
は
酒
や
日
用
品
な
ど
、
罹
災
に
対
す
る
見
舞
い
品
の
控
え
で
あ
る
と
判
断

で
き
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
次
の
部
分
か
ら
帳
面
の
記
載
は
一
転
し
て
様
相
を
変
え
る
。
こ

れ
を
ま
と
め
た
の
が
表
4
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
以
降
記
さ
れ
て

い
る
の
は
明
ら
か
に
単
な
る
見
舞
い
品
で
は
な
く
、
瓦
を
中
心
と
し
た
建
設
資
材
で
あ

る
。
先
述
し
た
表
紙
の
抹
消
も
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
帳
簿
の
性
格
の
変
化
と
関
係
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
や
は
り
、
善
光
寺
地
震
で
罹
災
し
再
建
さ
れ
た
浅
野
村
西
原

氏
の
建
造
物
が
、
瓦
葺
き
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
史
料
冒
頭
に
見
え
る
よ
う

に
、
潰
れ
た
建
造
物
は
蔵
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
瓦
葺
き
の
土
蔵
で
あ
る
の
か
は

判
然
と
し
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
浅
野
は
単
な
る
農
村
で
は
な
く
、
街
道
に
面
し
た
宿

駅
の
機
能
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
土
地
に
お
け
る
瓦
屋
根
の
被
災
と
修
築
の
具
体

例
が
判
明
す
る
こ
の
史
料
か
ら
は
、
一
般
農
村
と
は
異
な
る
様
相
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
可
能
性
が
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
本
稿
で
は
、
信
濃
善
光
寺
地
震
に
関
わ
る
二
点
の
新
出
史
料
を
素
材
と
し
て
検
討

を
行
っ
た
。
そ
こ
か
ら
で
た
結
論
は
、
単
な
る
風
聞
と
実
見
と
で
は
情
報
の
質
が
異
な
る

（表 ４）家修復関係記述
瓦六寸足改壱坪七十枚ツ丶ナリ　高屋敷瓦六寸足相改候
平壱ばん西東八十四枚ツ丶三通り　同弐はん百十弐米ツ丶四通り
棒瓦三十三枚　中鼻五拾九枚　下ヶ平百四十八枚　箱五枚　ぐしさキ弐枚　鼻平ラ五枚
由兵衛積口扣 瓦各種 1247枚
大倉村伝兵衛殿 瓦各種 2119枚
上アサノ作四郎殿 瓦各種 156枚
松野屋要蔵殿 瓦 500枚
髪結小吉殿 瓦 238枚
市左衛門殿 瓦 336枚
武政方へ 柱材類 14
市左衛門殿 柱材 1
久左衛門 柱材 4
川谷村伝之丞殿 瓦 162枚
はしば了覚 瓦各種 1969枚
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十
一
日
　
　
　
　
　
岩
井
村
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曲
柄
杓
五
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杓
子
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飯
杓
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柏
屋

一
　
小
さ
る
壱
ツ
　
　
　
安
右
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門
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中
さ
る
壱
ツ
　
　
　
由
之
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米
上
ざ
る
壱
ツ
　
　
浅
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東

一
　
焼
飯
壱
飯
次
　
　
　
傳
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
浅
野

一
　
蕎
麦
粉
壱
飯
次
　
　
幾
右
衛
門

冒
頭
部
分
は
浅
野
の
屋
敷
に
お
け
る
被
災
の
様
子
で
あ
る
。
前
掲
【
史
料
5
】
の
末
尾
と
や
や
記
載
の
あ
り
方
が
異
な
る
が
、
基
本
的
に
は

同
等
の
被
害
状
況
を
示
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
潰
れ
た
建
物
の
ほ
か
「
本
家
、
新
蔵
、
質
蔵
」
が
半
潰
れ
で
あ
る
と
い
う
情

報
も
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
か
ら
は
、
こ
の
時
点
で
の
浅
野
西
原
家
が
、
単
な
る
九
十
郎
母
の
隠
居
所
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、

油
製
造
や
利
貸
し
な
ど
複
数
の
部
門
を
備
え
た
商
家
経
営
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
、
想
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
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分
は
浅
野
の
屋
敷
に
お
け
る
被
災
の
様
子
で
あ
る
。
前
掲
【
史
料
5
】
の
末
尾
と
や
や
記
載
の
あ
り
方
が
異
な
る
が
、
基
本
的
に
は

同
等
の
被
害
状
況
を
示
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
潰
れ
た
建
物
の
ほ
か
「
本
家
、
新
蔵
、
質
蔵
」
が
半
潰
れ
で
あ
る
と
い
う
情

報
も
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
か
ら
は
、
こ
の
時
点
で
の
浅
野
西
原
家
が
、
単
な
る
九
十
郎
母
の
隠
居
所
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、

油
製
造
や
利
貸
し
な
ど
複
数
の
部
門
を
備
え
た
商
家
経
営
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
、
想
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
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1
　
こ
う
し
た
種
類
の
資
料
の
作
成
の
さ
れ
方
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
検
討
を
し
て
い
る
。
拙
稿
「
新
発
田
藩
に
よ
る
文
政
越
後
三
条
地

震
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
」（『
災
害
・
復
興
と
資
料
』
九
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）、
同
「
文
政
11
年
越
後
三
条
地
震
か
ら
み
る
広
域
災
害
情
報
の
集
積
」（『
災

害
・
復
興
と
資
料
』
八
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）、
同
「
江
戸
藩
邸
を
め
ぐ
る
災
害
情
報
の
流
通
に
つ
い
て
　
─
宝
永
地
震
・
宝
永
富
士
山
噴
火
を
中
心
に
─

（『
災
害
・
復
興
と
資
料
』
六
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）、
等

2
　
こ
の
二
冊
は
古
書
店
よ
り
新
潟
大
学
が
購
入
し
た
も
の
で
現
在
原
が
管
理
し
て
い
る
。

3
　
以
下
浅
野
騒
動
と
西
原
家
に
つ
い
て
は
西
原
三
郎
編
著
『
実
説
信
州
飯
山
騒
動
』（
一
九
七
二
年
、
飯
山
騒
動
刊
行
会
）、
豊
野
町
誌
刊
行
会
編
『
豊
野
町

の
歴
史
　
豊
野
町
誌
2
』（
二
〇
〇
〇
年
、
豊
野
町
誌
刊
行
会
）、
豊
野
町
誌
刊
行
会
編
『
豊
野
町
の
資
料
　
二
　
豊
野
町
誌
6
』（
一
九
九
六
年
、
豊
野
町
誌

刊
行
会
）
に
よ
る
。

4
　
享
保
九
年
八
月
「
信
濃
国
水
内
郡
浅
野
村
指
出
し
明
細
帳
」（
前
掲
『
豊
野
町
の
資
料
　
二
』
一
三
五
頁
）

5
　
天
保
十
年
一
月
「
奉
差
上
御
請
書
之
事
」（
前
掲
『
豊
野
町
の
資
料
　
二
』
二
三
一
頁
）

6
　
天
保
十
年
一
月
「
申
渡
」（
前
掲
『
豊
野
町
の
資
料
　
二
』
二
二
九
頁
）

7
　「
弘
化
四
年
信
州
大
地
震
取
調
書
」（
東
京
大
学
地
震
研
究
所
編
『
新
収
日
本
地
震
史
料
　
第
5
巻�

別
巻
6

−

1
』
一
九
八
八
年
、
日
本
電
気
協
会
、

四
七
〇
頁
）

8
　
三
月
廿
五
日
付
「
中
野
初
度
御
届
」「
弘
化
丁
未
信
濃
国
地
震
山
川
崩
激
之
記
并
図
」
所
収
（『
新
収
日
本
地
震
史
料
　
第
5
巻�

別
巻
6

−

1
』
四
七
〇
頁
）

9
　「
私
支
配
所
信
州
水
内
郡
善
光
寺
先
月
廿
四
日
夜
亥
刻
過
大
地
震
ニ
而
寺
内
并
同
寺
家
来
居
家
町
家
震
潰
候
上
出
火
ニ
付
死
失
人
其
外
在
家
震
圧
死
人
等

覚
」「
弘
化
四
未
年
大
地
震
一
件
」
所
収
（『
新
収
日
本
地
震
史
料
　
第
5
巻�

別
巻
6

−

1
』
九
頁
）

10
　
外
様
と
は
飯
山
藩
領
の
地
域
区
分
で
、
城
下
よ
り
も
北
東
越
後
寄
り
の
地
域
を
こ
う
呼
ぶ
。

11
　「
信
越
地
震
水
記
」（『
新
収
日
本
地
震
史
料
　
第
5
巻�

別
巻
6

−

1
』
五
八
三
頁
）
等

12
　
大
滝
敦
士
「
善
光
寺
地
震
に
お
け
る
中
野
代
官
所
村
々
の
被
災
状
況
」（『
信
濃
』
第
七
〇
巻
第
四
号
通
巻
八
一
二
号
、
二
〇
一
八
年
）。
な
お
当
該
史
料
の

原
本
に
つ
い
て
は
大
滝
氏
の
ご
助
力
を
得
て
中
野
市
立
図
書
館
に
て
原
本
を
閲
覧
確
認
し
た
。

13
　
洪
水
被
害
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
居
な
い
か
の
違
い
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
が
、「
見
聞
扣
」
は
日
を
追
っ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
書
い
た

も
の
で
は
な
く
後
日
ま
と
め
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
筆
致
等
か
ら
も
窺
え
る
こ
と
か
ら
、
九
十
郎
の
被
害
程
度
認
識
に
は
洪
水
後
の
様
子
も
含
ま
れ

て
い
る
と
み
て
良
い
。

14
　
公
的
記
録
に
は
潰
家
八
三
軒
と
あ
る
の
で
、
そ
の
後
の
洪
水
な
ど
を
経
て
更
に
十
七
軒
ほ
ど
が
潰
家
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

15
　
前
掲
「
大
地
震
ニ
付
潰
家
数
一
村
限
帳
并
拝
借
金
員
数
」
及
び
大
滝
論
文

— 20 —

と
い
う
、
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

し
か
し
九
十
郎
は
被
害
の
全
貌
を
概
観
す
る
中
で
一
円
に
「
打
頽
れ
」
た
と
表
現
し
た
村
々
も
、
浅
野
行
き
の
実
見
の
中
で
は
個
々
の
村
の

被
害
の
違
い
に
目
を
向
け
た
記
録
を
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ
で
も
公
的
記
録
と
比
べ
る
と
差
異
が
あ
り
、
村
役
人
の
調
査
に
よ
り
判
明
す
る

よ
う
な
被
害
実
態
は
、
通
行
者
に
は
見
え
に
く
い
部
分
が
あ
る
、
と
い
う
論
点
を
引
き
出
す
こ
と
も
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
九
十
郎
の
記

録
か
ら
は
、
居
所
中
野
や
故
郷
浅
野
に
つ
い
て
、
公
的
史
料
に
は
隠
れ
て
見
え
な
い
豊
富
な
実
態
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
潰
家
何
軒
、
死
者

怪
我
人
何
人
、
と
い
う
客
観
的
数
値
の
下
に
隠
れ
て
見
え
な
い
被
災
や
対
応
の
実
態
も
ま
た
、
我
々
が
歴
史
地
震
史
料
か
ら
学
び
と
る
べ
き
重

要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

（
付
記
）
本
稿
はJSPS

科
研
費17 H02385
の
助
成
を
得
た
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
作
成
に
当
た
り
長
野
県
中
野
市
立
博
物
館

学
芸
員
大
滝
敦
士
様
、
正
見
寺
御
住
職
窪
智
紹
様
、
ま
た
中
野
市
立
図
書
館
、
長
野
市
公
文
書
館
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
末
尾
な

が
ら
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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1
　
こ
う
し
た
種
類
の
資
料
の
作
成
の
さ
れ
方
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
検
討
を
し
て
い
る
。
拙
稿
「
新
発
田
藩
に
よ
る
文
政
越
後
三
条
地

震
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
」（『
災
害
・
復
興
と
資
料
』
九
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）、
同
「
文
政
11
年
越
後
三
条
地
震
か
ら
み
る
広
域
災
害
情
報
の
集
積
」（『
災

害
・
復
興
と
資
料
』
八
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）、
同
「
江
戸
藩
邸
を
め
ぐ
る
災
害
情
報
の
流
通
に
つ
い
て
　
─
宝
永
地
震
・
宝
永
富
士
山
噴
火
を
中
心
に
─

（『
災
害
・
復
興
と
資
料
』
六
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）、
等

2
　
こ
の
二
冊
は
古
書
店
よ
り
新
潟
大
学
が
購
入
し
た
も
の
で
現
在
原
が
管
理
し
て
い
る
。

3
　
以
下
浅
野
騒
動
と
西
原
家
に
つ
い
て
は
西
原
三
郎
編
著
『
実
説
信
州
飯
山
騒
動
』（
一
九
七
二
年
、
飯
山
騒
動
刊
行
会
）、
豊
野
町
誌
刊
行
会
編
『
豊
野
町

の
歴
史
　
豊
野
町
誌
2
』（
二
〇
〇
〇
年
、
豊
野
町
誌
刊
行
会
）、
豊
野
町
誌
刊
行
会
編
『
豊
野
町
の
資
料
　
二
　
豊
野
町
誌
6
』（
一
九
九
六
年
、
豊
野
町
誌

刊
行
会
）
に
よ
る
。

4
　
享
保
九
年
八
月
「
信
濃
国
水
内
郡
浅
野
村
指
出
し
明
細
帳
」（
前
掲
『
豊
野
町
の
資
料
　
二
』
一
三
五
頁
）

5
　
天
保
十
年
一
月
「
奉
差
上
御
請
書
之
事
」（
前
掲
『
豊
野
町
の
資
料
　
二
』
二
三
一
頁
）

6
　
天
保
十
年
一
月
「
申
渡
」（
前
掲
『
豊
野
町
の
資
料
　
二
』
二
二
九
頁
）

7
　「
弘
化
四
年
信
州
大
地
震
取
調
書
」（
東
京
大
学
地
震
研
究
所
編
『
新
収
日
本
地
震
史
料
　
第
5
巻�

別
巻
6

−

1
』
一
九
八
八
年
、
日
本
電
気
協
会
、

四
七
〇
頁
）

8
　
三
月
廿
五
日
付
「
中
野
初
度
御
届
」「
弘
化
丁
未
信
濃
国
地
震
山
川
崩
激
之
記
并
図
」
所
収
（『
新
収
日
本
地
震
史
料
　
第
5
巻�

別
巻
6

−

1
』
四
七
〇
頁
）

9
　「
私
支
配
所
信
州
水
内
郡
善
光
寺
先
月
廿
四
日
夜
亥
刻
過
大
地
震
ニ
而
寺
内
并
同
寺
家
来
居
家
町
家
震
潰
候
上
出
火
ニ
付
死
失
人
其
外
在
家
震
圧
死
人
等

覚
」「
弘
化
四
未
年
大
地
震
一
件
」
所
収
（『
新
収
日
本
地
震
史
料
　
第
5
巻�

別
巻
6

−

1
』
九
頁
）

10
　
外
様
と
は
飯
山
藩
領
の
地
域
区
分
で
、
城
下
よ
り
も
北
東
越
後
寄
り
の
地
域
を
こ
う
呼
ぶ
。

11
　「
信
越
地
震
水
記
」（『
新
収
日
本
地
震
史
料
　
第
5
巻�

別
巻
6

−

1
』
五
八
三
頁
）
等

12
　
大
滝
敦
士
「
善
光
寺
地
震
に
お
け
る
中
野
代
官
所
村
々
の
被
災
状
況
」（『
信
濃
』
第
七
〇
巻
第
四
号
通
巻
八
一
二
号
、
二
〇
一
八
年
）。
な
お
当
該
史
料
の

原
本
に
つ
い
て
は
大
滝
氏
の
ご
助
力
を
得
て
中
野
市
立
図
書
館
に
て
原
本
を
閲
覧
確
認
し
た
。

13
　
洪
水
被
害
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
居
な
い
か
の
違
い
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
が
、「
見
聞
扣
」
は
日
を
追
っ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
書
い
た

も
の
で
は
な
く
後
日
ま
と
め
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
筆
致
等
か
ら
も
窺
え
る
こ
と
か
ら
、
九
十
郎
の
被
害
程
度
認
識
に
は
洪
水
後
の
様
子
も
含
ま
れ

て
い
る
と
み
て
良
い
。

14
　
公
的
記
録
に
は
潰
家
八
三
軒
と
あ
る
の
で
、
そ
の
後
の
洪
水
な
ど
を
経
て
更
に
十
七
軒
ほ
ど
が
潰
家
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

15
　
前
掲
「
大
地
震
ニ
付
潰
家
数
一
村
限
帳
并
拝
借
金
員
数
」
及
び
大
滝
論
文
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と
い
う
、
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

し
か
し
九
十
郎
は
被
害
の
全
貌
を
概
観
す
る
中
で
一
円
に
「
打
頽
れ
」
た
と
表
現
し
た
村
々
も
、
浅
野
行
き
の
実
見
の
中
で
は
個
々
の
村
の

被
害
の
違
い
に
目
を
向
け
た
記
録
を
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ
で
も
公
的
記
録
と
比
べ
る
と
差
異
が
あ
り
、
村
役
人
の
調
査
に
よ
り
判
明
す
る

よ
う
な
被
害
実
態
は
、
通
行
者
に
は
見
え
に
く
い
部
分
が
あ
る
、
と
い
う
論
点
を
引
き
出
す
こ
と
も
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
九
十
郎
の
記

録
か
ら
は
、
居
所
中
野
や
故
郷
浅
野
に
つ
い
て
、
公
的
史
料
に
は
隠
れ
て
見
え
な
い
豊
富
な
実
態
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
潰
家
何
軒
、
死
者

怪
我
人
何
人
、
と
い
う
客
観
的
数
値
の
下
に
隠
れ
て
見
え
な
い
被
災
や
対
応
の
実
態
も
ま
た
、
我
々
が
歴
史
地
震
史
料
か
ら
学
び
と
る
べ
き
重

要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

（
付
記
）
本
稿
はJSPS

科
研
費17 H02385

の
助
成
を
得
た
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
作
成
に
当
た
り
長
野
県
中
野
市
立
博
物
館

学
芸
員
大
滝
敦
士
様
、
正
見
寺
御
住
職
窪
智
紹
様
、
ま
た
中
野
市
立
図
書
館
、
長
野
市
公
文
書
館
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
末
尾
な

が
ら
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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